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序

当埋蔵文化財センターが設立されましてから、今年度で11年目を迎え、この間、当センター

が発掘調査を行ってきました遺跡数は100件を越え、刊行した報告書も80冊以上を数えてお

ります。これらの内容は旧石器時代から中 。近世に至るまで幅広く、出土する遺物も多岐に

わたっております。続々と発見される新たな事実によって、考古学は本県においてもますま

す身近なものになってまいりました。また、本県の歴史を広く理解していただくため、年 2

回の遺跡調査発表会や「山梨の遺跡展」の開催、収蔵資料の貸し出しなど、広く啓蒙普及活

動を行い、内容も年々充実したものとなってきております。

本書は、1992年度に当埋蔵文化財センターが行った発掘調査および試掘・分布調査の概要

と遺跡調査発表会等の事業概要を報告するものであります。今年度は18遺跡の発掘調査と 5

事業にかかわる試掘調査を行いました。この中で、縄文時代では、中期の大集落址の大泉村

の甲ッ原遺跡、後期の瓢形をした注目土器が出土した高根町の川又坂上遺跡、同じく後期の

配石遺構をもつ境川村の水口遺跡などの調査が挙げられます。中道町の菖蒲池遺跡では、弥

生時代中期の上坑群が検出され、出上した上器とともにその機能 。性格の解明が待たれます。

隣接する米倉山 B遺跡では、これまで東日本ではほとんどみられなかった、弥生時代後期の、

中国の新 (A.D.8～ 23)の貨幣である貨泉が出土し注目を集めました。古墳時代では、中道

町の東山北遺跡で県内では最大クラスの方形周溝墓が発見されました。さらに若草町の二本

柳遺跡では、中世の木棺墓が検出され、これは全国的にも珍しく、中世の信仰や葬送儀礼を

解明する貴重な資料となるでしょう。また近年、水田跡の調査も増えており、甲西町の向河

原遺跡で弥生時代中期の水田跡が発見されました。甲府城跡の調査、古代官衡・寺院址詳細

分布調査も3年目に入り、中でも八代町の喩伽寺で奈良時代の軒平瓦が出土するなど、大き

な成果を上げております。この他、県内の市町村が実施いたしました発掘調査においても、

興味深い遺構や遺物が発見されております。

ここ数年、県内では毎年100件前後の発掘調査が行われ、県内の開発事業は、依然として

止まるところを知りません。甲西バイパス建設に伴う調査は 4年を経過し、またリニアモー

ターカー山梨新実験線建設に伴う調査も2年目に入り、今後も大規模開発は増え続けていく

ものと思われます。一方では、先人が残した貴重な埋蔵文化財の保護と、増え続ける開発と

をどのように調和させるかが、大きな課題となってきております。現代社会の情勢を的確に

把握し、将来を展望するためにも、これらの遺跡を保護し、活用していくことが重要である

と確信いたしております。これらのためにも、本書を有効にご利用いただき、埋蔵文化財の

保護・保存をはじめ、啓蒙普及活動に一層のご協力とご理解をお願いいたします。

山梨県埋蔵文化財センター

所 長 磯 貝

1993年 3月

正 義
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1.本書は、1992年度の山梨県埋蔵文化財センターの事業をまとめたものである。

2.本書の編集から刊行までの作業は、年報編集担当今福利恵、小林健二が行った。

3.今年度の発掘調査一覧および資料の記載は3月 末日現在で集計したものである。
4.第 Ⅱ章の発掘調査概要の発掘調査面積の ( )内 は調査対象面積である。

職 員 組 織
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1992年度の事業概要

1。 発掘調査

今年度は18遺跡の発掘調査と5事業にかかわ

る試掘調査を行った。調査の原因は、道路建設

13、 公園整備 2、 学術調査 1、 リエア建設 2、

建物建設 5と なる。調査は4月 下旬から3月 中

旬まで行われ、主として12月 以降を整理期間と

した。各遺跡の概要は、第Ⅱ章で述べることと

する。
1992年度発掘調査位置図

番 号 遺 跡 名 他 番 号 遺 跡 名 他

1 甲ッ原遺跡 14 桑戸 (後町)遺跡

2 唐松遺跡 中川田遺跡

3 川又坂上遺跡 二本柳遺跡

4 水回遺跡 甲府城跡 (県指定史跡)

5 揚久保遺跡 18-① 古代官衡・寺院址詳細分布調査 (温 湯 遺 跡)

6 菖蒲池遺跡 18-② ″      (喩  伽 寺)

7 向河原遺跡 18-③ 〃       (七 日子廃寺 )

8 音羽遺跡 リエアモーターカー山梨新実験線建設に伴う試掘調査

米倉山 B遺跡 20-(1) 八ケ岳広域農道試掘調査

10 東山北遺跡 20-(2) 今諏訪 。北村線試掘調査

榎田遺跡 20-(3) 旭バイパス試掘調査

油田遺跡 20-(4) 県営農林漁業用揮発油税財源身替農道試掘調査

新居道下遺跡

※番号は第Ⅱ章の遺跡名他に記す番号と合致する。

2.整理事業

今年度は下記の整理を行った。

血 遺 跡 名 発掘年度 事 業 名

1 甲ッ原遺跡 一般県道須玉八ケ岳公園線建設

唐松遺跡
∩
Ｖ 唐松団地建設

川又坂上遺跡 1992 八ケ岳広域農道建設

―
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No 遺 跡 名 発掘年度 事 業 名

4 水口遺跡 1992 一般県道鴬宿中道線建設

揚久保遺跡 リニアモーターカー山梨新実験線建設

菖蒲池遺跡 米倉山ニュータウン整備

向河原遺跡 一般国道52号 (甲西バイパス)建設

8 音羽遺跡 1992 県職員宿舎建替事業

米倉山 B遺跡 米倉山ニュータウン整備

東山北遺跡 1990ハツ1992 甲斐風上記の丘・曽根丘陵公園整備

11 榎田遺跡 ツリータウン千塚団地建設

油田遺跡 一般国道52号 (甲西バイパス)建設

新居道下遺跡 1991ハV1992 一般国道52号 (甲西バイパス)建設

14 桑戸 (後町)遺跡 一般県道下神内川石和停車場線改良

中川田遺跡 一般国道52号 (甲西バイパス)建設

二本柳遺跡 1991ハV1992 一般国道52号 (甲西バイパス)建設

甲府城跡 (県指定史跡) 1992 舞鶴城公園再整備

古代官衡・寺院址詳細分布調査 1992 古代官衡・寺院llL詳細分布調査

リニアモ…ターカー山梨新実験線建設試掘調査 1992 リニアモーターカー山梨新実験線建設

20 八ケ岳東南麓ほか遺跡分布調査 1992 八ケ岳広域農道などの遺跡確認調査

東山南 (A)遺跡 1980 甲斐風上記の丘・曽根丘陵公園整備

天神遺跡 1982 県営圃場整備

宿尻遺跡 一般県道穴山停車場線拡幅

24 平野遺跡 林業技術センター建設

長田日遺跡 1989-1991 富士川西部広域農道建設

3.発掘調査報告書

今年度は下記の報告書を刊行した。

4.収蔵資料の貸し出し及び記載許可
今年度は以下の収蔵資料を貸し出した。

川又坂上遺跡

東山南 (A)遺跡

中川田遺跡

山梨県指定史跡甲府城跡Ⅲ

八ケ岳東南麓他遺跡分布調査報告書

桑戸 (後町)遺跡
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No 貸出期間 申 請 物 件 名 申 請 者 利  用  目  的
1 6.5～ 6.6 青木北遺跡出土墨書土器一括

寺所遺跡出土墨書土器一括

県史編さん古代部会 文字資料調査のため

2 7.14-9. ―の沢遺跡出土深鉢形土器 6点
″   装飾把手 2点

安道寺追跡出土獣面把手付土器1点
〃  有孔鍔付土器 1点
〃  深鉢形土器 2点

甲ッ原遺跡出土深鉢形土器 3点

上野原遺跡出土深鉢形土器 2点

重郎原遺跡出土深鉢形土器 1点

西田遺跡出土深鉢形土器 1点

安城市歴史博物館 「上のキャンパス」展に展示のため

3 7.16ハΨ8121 笠木地蔵遺跡出土石器 2点
〃  土器10点
″  磁器 1点
〃  写真 2点

北堀遺跡出土土偶 1点
〃 風字硯 1点

岩崎氏館跡出土陶器 2点
〃   土器 4点

大積寺跡出土瓦 3点
〃  土器 3点

豆塚遺跡出土土器 1点

立石遺跡出土石器写真 1点
四ッ塚古墳群写真 2点

釈迦室這跡博物館 1古代への誘い一発掘が詰る勝沼・

一宮の歴史」展に展示のため

8.21-8.22 大豆生田遺跡ほか出土墨書土器一括 県史編さん古代部会 支 写 晉 料 調 否 の た め

9,8´Ψ10,31 重郎原遺跡出土土器22点

天神遺跡出土硬玉製大珠 1点
1塩山のあけぼの朗配に展示のため

9.26-11.26 埼玉県立博物館 「石器時代の宝石」展に展示のため

9.26-11.20 中込遺跡出土土器 4点

外ガイド遺跡出土土器11点
〃  写真 1点

上野原遺跡出土土器 2点

獅子之前遺跡出土土器 6点
″   土偶 5点
″   獣面把手 3点
〃   写真 1点

花鳥山遺跡出土土器10点
〃   人形状土製品13点
″  耳飾3点
″   炭化物付着土器片2点
″  オニグルミ1点

天神遺跡出■十器 3点
〃  土偶 1点
″  耳飾 6点

丘の公園14番ホール遺跡出土石器6点

丘の公園第 5遺跡出土石器 2点

釈迦堂遺跡博物館 縄文世界の形成」展に展示のため

8 10。 1ハv12.15 金生遺跡出土中空土偶 1点
〃  石棒 1点

島田市博物館 「縄文あけぼの」展に展示のため

9 11.14-11.20 北堀遺跡出土土器 8点
二の宮遺跡出土土器 17点

桜井畑遺跡出土土器 5点
寺所椿跡出十十巣25占

山梨県考古学協会 研究集会「甲斐型土器」に展示のため

12.21-3.31 重郎原遺跡出土縄文土器31点 塩山市教育委員会 塩山市史編 さん作業 (実測 )の ため
l1.2-2. 銚子塚古墳出土木製品5点

〃    復元写真1点
姥塚 3号墳出土鳥形土製品 1点
北堀遺跡出土和鏡 1点
ニッ塚 1号墳出土和鏡 1点
笠木地蔵遺跡出土鳩笛 2点

釈迎堂遺跡博物館「考古学から見たトリ」展に展示のた
め
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今年度は以下の掲載許可申請があり、許可した。
NQ 日付 申 請 物 件 名 申 請 者 利  用  目 的
ユ 6.25 金生遺跡配石遺構全景 1点 ∩小学館 文庫版「大系日本の歴史」第 1巻に再掲載
2 6。 25 ―の沢遺跡出土深鉢形土器 6点

〃   装飾把手 2点
安道寺遺跡出土獣面把手付土器 1点
〃   有孔鍔付土器 1点
〃   深鉢形土器 2点

甲ッ原遺跡出土深鉢形土器 3点

上野原遺跡出土深鉢形土器 2点

重郎原遺跡出土深鉢形土器 1点

西田遺跡出土深鉢形土器 1点

安城市歴史博物館 展示図録「土のキャンパス」|こ掲載

3 6.30 殿林遺跡出土深鉢形土器 1点 爛ダディーズ・ホーム「明示健康ファミリー」8月号に掲載
4 7.10 二本柳遺跡調査関連図版・写真 7点 いジャバン通信社 「月刊文化財発掘出土情報」9月号に掲載
5 7.17 釈迦堂遺跡出土土偶集合写真 1点 仰大和書房 「日本古代史事典」表紙カバーに掲載
6 8.26 天神遺跡出土硬玉製大珠 1点 埼玉県立博物館 「石器時代の宝石」解説に掲載
7 8.28 安道寺遺跡出土有孔鍔付土器 1点 帥グラフィック社 「イングストリアルデザインのすべて」

に記載
8 9. 8 二の宮遺跡出土須恵器甦 1点 伽新潮社メディア室「CD―ROM版世界美術辞典」に再掲載
9 9.22 中込遺跡出土土器 4点

〃 調査風景写真 1点
外ガイド遺跡出土土器H点
〃  石組炉写真 1点

上野原遺跡出土土器 2点

獅子之前遺跡出土土器 6点
〃   土偶 5点
″   獣面把手 3点

花鳥山遺跡出土土器10点
″   耳飾 3点
〃   炭化物付着土器片 2点

天神遺跡出土土器 3点
〃  土偶 1点
〃  耳飾 6点

丘の公園14番ホール遺跡出土石器 6点

丘の公園第 5遺跡出土石器 2点

釈迦堂遺跡博物館 展示図録「縄文世界の形成」に掲載

10.1 金生遺跡出土中空土偶 1点
″  石棒 1点
〃  土偶・石棒出土状況写真

島田市博物館 展示図録「縄文あけぼの」に掲載

11 11.10 米倉山B遺跡出土「貸泉」 1点 朝日新聞社 「アサヒグラフ」12月 25日号に掲載
12.10 金生遺跡発掘調査風景写真 1点 日本書籍俯 高等学校教科書「日本史」に掲載
1.21 中原遺跡出土石器 2点 い角川書店 角川選書「日本女性の歴史」に掲載
2.9 丘の公園14番ホール遺跡出土石器 1点
宮の前遺跡出土深鉢形土器 1点

釈迦堂遺跡出土土偶集合写真 1点

金生遺跡配石遺構全景写真 1点

身洗沢遺跡木製鍬出土状況写真 1点

金の尾遺跡発掘風景写真 1点

二の宮遺跡出土須恵器電 1点

小平沢古墳出土斜縁二神三獣鏡 1点

声安村長 「芦安村誌」に掲載

2.17 二本柳遺跡調査関連図版・写真13点 爛名著出版 「中世社会と墳墓」に掲載
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5,遺跡調査発表会

当埋蔵文化財センターでは、県内で発掘された遺跡のうち、主なものについて、山梨県考

古学協会と共催で毎年 2回の遺跡調査発表会を実施している。今年度は以下の 9遺跡につい

て行った。また下半期の発表では、本年度の県内埋蔵文化財の調査と保護について、県教育

委員会学術文化課から報告が行われている。以下これらの遺跡を取り上げ、その概要を述べ

ていきたい。

◎ 1992年度上半期遺跡調査発表会概要 (10月 3日 於山梨県教育会館)
1.古林第 4遺跡  北巨摩郡大泉村西井出
縄文時代中期中葉を中心に中期後葉、中世～近世の複合遺跡である。検出された遺構は住

居址20軒、井戸跡 1基、溝状遺構 10条、土壊200基である (3月 末日現在)。 遺物について

は、縄文時代中期中葉の土器が質量とも豊富であり、特殊なものとしては、ヒスイ製の笛が

出上 している。

2.曲田遺跡  東山梨郡牧丘町倉科字膳棚
縄文時代前期、古墳時代前期、平安時代末期の複合遺跡で、住居址23軒、土娠 16基などが

検出された。出土遺物の中では小型壷など古墳時代前期の祭扉Eに関連したものが注目される。

3.宮 ノ前第 3遺跡  韮崎市藤井町駒井字宮ノ前
平安時代の住居址 6軒、掘立柱建物址 1棟が発見され、土師器・須恵器の杯や皿・甕、鉄

製品などが出土 している。住居址の中には一辺約 8mの大型のものが存在する。
4.三本柳遺跡 (農道部分)  中巨摩郡若草町加賀美字山宮地
本遺跡は近在する法善寺の子院であった「福寿院」跡の調査で、戦国時代を中心とした溝、

井戸跡、方形区画遺構などが発見され、多くのかわらけや内耳土器、漆椀、陶磁器などが出

土している。また卒塔婆や五輪塔のような、寺に関する遺物もみられた。

◎ 1992年度下半期遺跡調査発表会概要 (3月 7日 於若草町総合会館)
「甲西バイパスの遺跡と県内の水田遺構」をテーマに、近年県内で増加している水田遺構

を取り上げ、当センターの中山誠二文化財主事による県内水田遺構の総括の後、各遺跡の発

表が行われた。また会場には展示コーナーを設け、当センターで発掘調査された遺跡からの

出土遺物・写真などが紹介された。

5.向河原遺跡  22頁参照
6.中尾条里遺跡  東八代郡一宮町北都塚字亀沢
弥生時代後期の水田跡、小河道 1条、溝状遺構 2条が発見された。特に水田跡は、南から

北に段々畑状に造られた「極小区画水田」であり、良好な状態で検出された。水田面には足

跡状のものや稲株状のものも認められた。

7.朝気遺跡  甲府市朝気
平安時代の水田跡が発見され、水田面からは甲斐型土器編年�～�期の上器片が出上している。
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8。 二又遺跡  甲府市住吉
本遺跡からは、古墳時代初頭の水田跡、溝が発見された。水田跡は不定形小区画水田と考

えられる。溝からはパ レススタイル壷を含む多量の上器が出土している。

9.二本柳遺跡 (甲西バイパス) 38頁 参照

6。 「山梨の遺跡展」の開催

例年、県立考古博物館との共催事業として年度末に実施している。年度内に行われた発掘

調査の成果について、速報的に展示公開するもので、この公開を通し、地下に埋もれていた

山梨の歴史の一端を多くの県民に紹介するとともに、埋蔵文化財センターの事業への理解を

高めていくことをねらいとしている。

展示は、考古博物館特別展示室を会場に、遺跡ごとにその出土品や調査状況の写真などで

構成されている。今年度は1993年 3月 27日 (土 )か ら来年度の 4月 18日 (日 )ま での会期で、

甲ッ原遺跡 (4年次)・ 水口遺跡・ 川又坂上遺跡・菖蒲池遺跡 。米倉山 B遺跡 (2年次)。

東山北遺跡・榎田遺跡・油田遺跡の 8遺跡を取り上げ、紹介している。

なおこの事業は今年度で 5回目となるが、参考までに過去の実績をあげると、第 1回は19

89年の 3月 14日～ 4月 2日の会期で、立石遺跡・丘の公園第 2遺跡・丘の公園 14番 ホール遺

跡・花鳥山遺跡・桜井畑遺跡・稲荷塚古墳・西川遺跡、それに生産遺跡分布調査関係の成果

として小倉窯跡・天狗沢瓦窯跡の計 9遺跡を紹介した。つづいて第 2回 (1990年 3月 27日 ～

4月 8日 )は、中込遺跡・ 獅子之前遺跡 。甲ッ原遺跡・塩川遺跡 。身洗沢遺跡・長田口遺跡・

大輪寺東遺跡・ 川田瓦窯跡の 8遺跡を、第 3回 (1991年 3月 26日～ 4月 14日 )は、小坂遺跡・

甲ッ原遺跡 (2年次)。 東山南遺跡・村前東遺跡・地耕免遺跡・塩川遺跡 。甲府城跡の 7遺

跡を、第 4回 (1992年 3月 27日～ 4月 19日 )は、外ガイド遺跡・宿尻遺跡 。甲ッ原遺跡 (3

年次)・ 米倉山 B遺跡 。平野遺跡・新居道下遺跡・二本柳遺跡 (農道部分)・ 甲府城跡 (2

年次)と 、各年度の主要な調査成果を紹介しており、毎回 2～ 3千人の観覧者を得て、埋蔵

文化財の普及に一役かっている。

7.市町村埋蔵文化財発掘担当者研修会

日   時  1993年 2月 25日

場   所  甲斐風上記の丘研修センター

研修テーマ  脆弱遺物の取扱い方

当センターでは年 1回、市町村の埋蔵文化財発掘担当者を対象に研修を実施している。本

年は、奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官の肥塚隆保氏を講師に招き

「脆弱遺物の取扱い方」と題した講演をいただいた。内容は、木製遺物等の有機質遺物や金

属製遺物の遺跡での取り上げ方からヽ保存処理に至る過程をスライドやVTRを 使用して具
体的に解説 していただいた。
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8.埋蔵文化財センター10年のあゆみ

当センターが1982年 4月 に創立されてから、昨年度で満 10年を経過 し、 1992年 10月 12日 に

は創立 10周年記念式典を挙行した。この間年報を発行し、事業の概要を報告してきたが、こ

こで10年のあゆみの概略を記しておきたい。

1982年度から1991年度までの10年間で発掘調査を行った遺跡は98遺跡となり、面積ではほ

ぼ28万 nfに達 し、これらの遺跡の発掘調査報告書は74冊となった。内容は旧石器時代から近

世に至るまでと幅広く、本県の歴史を解明する上で、貴重な資料となった。また遺跡調査発

表会や「山梨の遺跡展」の開催、収蔵資料の活用などを行い、考古博物館とも協力して啓蒙

普及活動も展開してきた。この他研究活動や市町村の指導を行った成果も大きい。

専門職員 (正規職員)数の推移をみると、1982年が10名であったが、1989年度にリニアモー

ターカー山梨新実験線や甲西バイパス関係の発掘調査のために19名 に増員され、以後増員さ

れ続け、1991年度には24名 となった。発掘件数はこの10年間で少し増加 しただけであるが、

1件当たりの面積は広くなっていて、この傾向は本年度まで続いている。なお別表の年度別

発掘遺跡の面積は、発掘届けを提出していない試掘は除いている。

年度 項事 発 掘 調 査 発掘調査報告書等の刊行

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

・所長以下職員16名発令、仮事務所を県庁

南別館に置く (4,1)

・埋蔵文化財センター建物完成 (7,31)

・開所式挙行 (11,3)

・第 1回遺跡調査発表会 (以下毎年)開催

。課制施行・総務課 1担当、調査研究課 2

担当 (4.1)

・全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会

研修会を山梨で開催 (10.17～ 18)

。県内市町村埋蔵文化財発掘担当者第 1回

研修会 (以下毎年)開催 (2.21)

・調査研究課3担当制となる (4,1)

。所長以下職員37名となる

。創立10周年記念式典挙行 (10.2)

天神等10遺跡を発掘

銚子塚古墳等8遺跡を発掘

村上等8遺跡を発掘

上の平等10遺跡を発掘

丘の公園等8遺跡を発掘

花鳥山等9遺跡を発掘

天狗沢窯跡等9遺跡を発掘

塩川等9遺跡を発掘

甲府城跡等13遺跡を発掘

米倉山B等 14遺跡を発掘

二本柳等17遺跡を発掘

豆塚遺跡等5冊を刊行

銚子塚古墳等8冊を刊行

釈迦堂遺跡 I等 7冊を刊行

釈迦堂遺跡Ⅱ等13冊を刊行

金生遺跡 I等 8冊を刊行

金生遺跡Π等11冊を刊行

身洗沢遺跡等8冊を刊行

東山南lBl遺跡等3冊を刊行

青木北遺跡等9冊を刊行

川又坂上遺跡等11冊を刊行
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1 発掘件数・ 面積、専門職員数の推移 ( )内 は試掘した事業件数

年 1984 計

発

件

掘

数

(件 )

埋文センター 8(1) 8(1) 10(1) 8(7) 9(7) 9(7) 9(6) 13(7) 14(12) 98(49)

本 県 全 体

全 国 14,540 14,862 16,024 18,076 21,755 23,244 25,000 96,692

面積(雷 ) 埋文センター 27.190 31,003 7,830 13.060 48.530 20,475 35,260 31,200 57,440 Ⅲ80,652

罵予    F弓

職 員 数

埋文センター

全 国 2,392 2,606 2,783 2.972 3,232 3.415 3,649 4,000 4,366

年度別発掘遺跡

(57) 年度 1983(58)年度 1984 年度

NQ 遺 跡 名 所在地 面 積 遺 跡 名 所在地 面 積 遺 跡 名 所在地 面 積

1 天 神 遺 跡 大泉村 10,000雷 銚 子 塚 古 墳 中道町 122∬ 丸 山 塚 古 娼 中道町 53コ苫

宮 の 前 遺 跡 嘲I門引 2,000 丸 山 塚 古 墳 中道町 飯田一丁 目遺跡 甲府市

北 一 の沢 遺 跡 境川村 1,540 勝 沼 氏 館 跡 勝沼町 柳 坪 遺 切 長坂町 26,000

青 木 北 遺 跡 高根町 2,000 市 川 北 遺 跡 山梨市 丘の公園14番ホール遺渤高根町 1,600

梅 の 木 遺 跡 高根町 1,000 藤 堡 遺 跡 境川村 1,740 後 呂 遺 馴 中道町
東 原 遺 跡 大泉村 ― の沢 西 遺 跡 境川村 2,500 浜 井 場 遺 馴 豊富村

勝 山 城 遺 跡 中道町 1,000 手 古 松 遺 跡 境川村 村 上 遺 馴 中道町

甲 府 城 跡 甲府市 久 保 屋 敷 遺 跡 韮崎市 2.300 上 野 原 遺 勘 中道町 と,800

真 福 寺 遺 跡 境川村 350

妻 神 遺 跡 一宮町 350

計 27,190 8,664 31,003

4FE 年度 年度

配 遺 跡 名 所在地 面 積 遺 跡 名 所在地 面 積 遺 跡 名 所在地 面 積

1 銚 子 塚 古 墳 中道町 730コr 上 の 平 遺 跡 中道町 4,500コざ丘の公園第 2遺助 高根町 800rr

かんかん(茶)塚古墳 中道町 岩 清 水 遺 跡 中道町 2,680 丘の公園第 5遺勘 高根町 25,000

杯 塚 中道町 考古博物館構内古墳 中道町 関 山 遺 勘 上野原ml 17,000

切附遺跡 (古墳) 境川村 清里の森第 1遺跡 高根町 3,500 西 川 遺 助 須玉駒 2,800

智 光 寺 遺 跡 境川村 1,300 郷 蔵 地 遺 跡 須玉町 1,700 横 堰 遺 助 御坂陶 1,100

弥 二 郎 遺 跡 豊富村 450 ― の沢 北 遺 跡 境川村 稲 荷 塚 遺 助 中道Hl

7 横 畑 遺 跡 豊富村 天 神 下 遺 跡 一宮町 花 鳥 山 遺 助 八代町

上 の 平 遺 跡 中道町 3,000 山 口 遺  跡 豊富村 下 長 崎 遺 助 八代陶

駒 井 遺 跡 韮崎市 両の木神社遺助 一宮H3

於曽屋敷 (館跡 ) 塩山市 500

計 7,830 13,060 48,530
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1988(63)年 度 1989(元 )年度 1990(2)年度

血 遺 跡 名 折在地 面 積 遺 跡 名 所在地 面 積 遺 跡 名 所在地 面 積

1 丘の公園第 5遺跡 高根町 1,100雷 長 田 口 遺 跡 櫛形町 1,700rr 長 田 口 遺 跡 櫛形町 1,200コざ

長 田 口 遺 跡 櫛形町 甲 ッ 原 遺 跡 大泉村 甲 ッ 原 遺 跡 大泉村 3,000

鍋 弦 塚 遺 跡 中道町 塩 川 遺 跡 須玉町 12,000 甲 府 城 跡 甲府市
4 立 石 遺 跡 中道町 300 獅 子 之 前 遺 跡 塩山市 3,000 塩 川 遺 跡 須玉町
5 妻 の 神 遺 跡 高根町 東 山 南 lBl遺 跡 中道町 獅 子 之 前 遺 跡 塩山市

水 呑 場 北 遺 跡 三珠町 375 中 込 遺 跡 長坂町 東 山 南 遺 跡 中道町

7 桜 井 畑 遺 跡 A 甲府市 大 輪 寺 東 遺 跡 韮崎市 東 山 北 遺 跡 中道町 2,000

桜 井 畑 遺 跡 B 甲府市 身 洗 沢 遺 跡 八代町 七 ッ内 C遺 跡 櫛形町
桜 井 畑 遺 跡 C 甲府市 湯 沢 遺 跡 高根町 5,000 村 前 東 A遺 跡 櫛形町 1,600

新居 道 下 遺 跡 若草町

11 小 坂 遺 跡 大泉村 2,000

観 音 溝 遺 跡 石和町

地 耕 免 遺 跡 御坂町 4,600

計 20,475 35,260 31,200

年度 1992(4)鞭

No 遺 跡 名 所在地 面 積 遺 跡 名 所在地 面 積

1 長 田 口 遺 跡 櫛形町 720言 甲 ッ 原 遺 跡 大泉村 1,715コ言

甲 ッ 原 遺 跡 大泉村 甲 府 城 跡 甲府市 4,700

甲 府 城 跡 甲府市 7,300 東 山 北 遺 跡 中道町 3,000

東 山 北 遺 跡 中道町 唐 松 遺 跡 双葉町

前 の 山 狼 煙 台 須玉町 2,500 水 口 遺 跡 境川村 2,800

篠 八 田 遺 跡 高根町 中 川 田 遺 跡 甲西町 3,500

新 居 道 下 遺 跡 若草町 新 居 道 下 遺 跡 若草町 1,500

二本柳遺跡(甲西バ) 若草町 8,400 向 河 原 遺 跡 甲西町

二本柳遺跡(農道) 若草町 二 本 柳 遺 跡 若草町 16,800

宿 尻 遺 跡 韮崎市 油田遺跡(Ⅱ .Ⅳ区) 甲西町

米 倉 山 B遺 跡 中道町 4,450 川 又 坂 上 遺 跡 高根町 11400

西 の 入 遺 跡 高根町 米 倉 山 B遺 跡 中道町
平 野 遺 跡 増穂町 20,000 菖 蒲 池 遺 跡 中道町 7,000

外 ガ イ ド遺 跡 大月市 音 羽 遺 跡 甲府市 849

榎 田 遺 跡 甲用市 3,400

揚 久 保 遺 跡 都留市

桑戸 (後町)遺跡 春日EWT

計 57,440 71,404

舎 (1遺跡)。 1991年度に甲西バイパス (3遺跡)、 リエア新実験線

寺院址分布調査 (3遺跡)。

年度別の試掘を行った

事業は以下の通りである。

1982～ 1991年度に八ケ

岳東南麓ほか遺跡分布調

査。1987年度に生産遺跡

分布調査 (5遺跡 )、 笛

吹川農業水利事業 (2遺

跡 )。 1988年 度に生産遺

跡分布調査 (4遺跡 )、

県道石和石橋線 (1遺跡)、

風土記の丘整備 (1遺跡)。

1989年度に生産遺跡分布

調査 (3遺跡 )、 甲西バ

イパス (2遺跡 )、 風土

記の丘整備 (1遺跡 )。

1990年度に甲西バイパス

(5遺跡 )、 東山梨合同庁

(5遺跡 )、 古代官衡・
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各遺跡の発掘調査概要

かふつつばら

1.甲 ッ原遺跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

北巨摩郡大泉村西井出

一般県道須玉八ケ岳公園線建設

1992年 4月 20日 ～ 10月 31日

(第 4次調査)

1715nt

山本茂樹、五味信吾

本遺跡は、八ケ岳の南麓に位置 しており、

油川と甲川に挟まれた台地に立地する。本

年は第 4次の発掘調査となり、昨年度の残

りの部分及び新規買収地区の発掘調査を行った。

調査は昨年度設定したC区で、対象地は畑地で表土から確認面までは非常に浅かったこと

により、耕作等で住居址の壁が壊されたりしているものもかなり多い。壊されている住居址

のなかには、床面まで撹乱が入り込み、炉が破壊されているものも数軒存在する。

このような状況の中で発見された住居址は27軒である。なお整理段階であるため詳細に記

述することはできないが、縄文時代前期の諸磯 C式期が 6軒、中期初頭五領ケ台期が 2軒、

中期の勝坂期は13軒、曽利期は 3軒、平安時代が 1軒、時代不明が 2軒である。また、土坑

は約140基の調査を行った。

住居址については、重複するもの (9012住、14・ 16住、21・ 22住、26・ 28・ 29・ 31住、36・

37住 )・ 拡張を行ったもの (16住、21住、24住)等が見受けられる。

炉址については、地床炉・埋甕炉及び石囲炉等が認められ、埋甕炉を設置する住居は、19・

29・ 37住である。特に21住 は、縄文時代前期の諸磯 C式期の住居址で、北側の壁よりに炉を

設置し、ある一定の期間使用した後、その炉を埋めて住居を拡張し、新たに炉を 4カ 所設置

したような状態で発見された。37住は、 2個体の上器を設置した埋甕炉で、時期は五領ケ台

期である。

平安時代の住居址は 1軒だけの発見であるが、墨書土器が出土し貴重な資料を提供するこ

ととなった。

上坑については、250・ 302号から琥珀玉が検出され、縄文時代中期初頭五領ケ台期の上器

をともなっている。県内でも縄文時代の遺跡からの出土は極めて珍しいものとなった。また

246号では深さが210cmを計測し、遺跡内では一番深いものである。248号からは、特殊脚付鉢

が出土し、脚部には 3ケ所三角形の透かしが認められ、日縁部には赤彩が施されている。175

号からは、坑底より土偶の頭が検出された。

―-10-―
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2.唐松遣跡

所 在 地 北巨摩郡双葉町宇津谷
事 業 名 唐松団地 (宇津谷ニュータウン)

建設事業

調査期間 1992年 11月 5日～ 12月 25日

調査面積 1,400Hf

担 当 者 山本 茂樹、五味 信吾
唐松遺跡は、茅ケ岳から釜無川・塩川に向

かって延びる台地の末端部に位置し、標高は

約377mを測る。遺跡の南で塩川と釜無川は

合流する。

発掘調査は、住宅供給公社の「唐松団地」造成に伴い、7,000ntの 範囲にわたって実施す

ることになったが、平成 4年度はこのうちの南西部分 1.400ntに ついて調査を行い、残 りの

北東部分については平成 5年度に調査する予定である。

今年度の調査区は、北西から南東の方向に最大約55m、 北東から南西の方向に最大約30m

の範囲で、北東から南西に緩やかに傾斜し、調査区の南西端より約10mの ところで急激に下

がる。

調査区内から検出された土器は縄文時代中期のものが大半を占め、遺構としても検出され

た住居址 4軒が同時期の土器を伴うことから、ここに縄文時代中期の集落の存在を想定する

ことができる。住居址は、地盤と覆上の色調の差がはっきりしない上に粘土質で硬く締まっ

ているため、壁面や床面を明確にすることが困難であったが、柱穴は 4軒とも確認されてい

る。調査区北西端から検出された 1号住居址は、床面中央付近に埋甕炉 2基を持ち、柱穴も

検出されている。北側の埋甕炉については、 2つ の土器の底部が重なった状態で検出された。

2号住居址は、炉と柱穴が発見されたことにより確認されたものの、住居址の壁面、床面は

検出されていない。 3号住居址と4号住居址は重複しており、北に 3号住居址、南に 4号住

居址が存在する。このうち、 3号住居址は 7箇所に柱穴を持つ住居で、炉は検出されていな

い。 4号住居址については柱穴と埋甕炉が検出されている。この 2軒の住居址内および周辺

からは土器、石器が多数出土している。

遺物に関しては、埋甕炉に利用されていた土器の残存状態がよいほかは、もろくて表面が

磨耗 している土器が多い。一方、石器の出土量は非常に多く、打製石斧・磨製石斧・石皿・

磨石・ 凹石・石匙などが出土している。とりわけ打製石斧の出土量が極端に多いことが特徴

的である。こうした石器の出土の様相は、この遺跡の特殊性を示すものと考えられる。この

ほか、特殊な遺物として石棒 。耳栓・土偶なども出上している。

唐松遣跡 位置図
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かわまたさかうえ

3.川 又坂上遺跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

北巨摩郡高根町箕輪字上の原他

八ケ岳広域農道建設事業

1992年 5月 11日～ 9月 30日

1,4604f

新津 健、三田村美彦

本調査は八ケ岳広域農道建設に先立って行

われたもので、 2箇所の地区を対象とした。

昭和62年度高根町により実施された遺跡分布

調査によると、本地区の西に接して下原遺跡

が、北に接して川又坂上遺跡が所在している。特に川又坂上遺跡については、昭和59年度に

町教育委員会により発掘調査が行われており、縄文時代住居 3軒 (中期後半 1・ 後期初頭 2)、

中期末埋甕 1、 平安時代住居 1軒などが発見されている。今回の第 1地区もこの昭和59年度

調査区の南に続くものである。第 2地区は第 1地区の北約400mに 位置 し、町分布調査の下

原遺跡の範囲内に含まれるものである。地形図からみると、東側に浅い谷を伴った南北に長

い尾根が走っており、この尾根の平坦部が下原遺跡、尾根の東斜面から谷にかけてが川又坂

上遺跡となっていて、本来は一つの遺跡 。あるいは一つの遺跡群としてとらえられることか

ら、今回の調査では一括して川又坂上遺跡としたものである。

第 1地区は尾根の東斜面から谷部分に該当し、長さ120mに 亙り調査を行ったが、谷の中央

部にあたる南半分の調査区からは遺構は発見されず、出土遺物も僅かであった。これに対 し

て斜面部に近い北半分には縄文から平安時代の遺構が密集しており、上器・ 石器などの遺物

が多く出上した。まず縄文時代については、中期の竪穴状遺構 1、 後期初頭の敷石住居 2、 石

鏃製作址 1、 中期終末から後期初頭の建物跡とみられる柱穴列 1、 それに土壊 14基がある。石

鏃製作址とした第 2号址は直径 4mほどの窪地状の遺構であり、彩しい量の黒曜石屑や未製品
それに製品などが出土したことから製作址とみなしたものである。また、敷石住居のうち第 5号

址とした遺構は一部しか石が残っていなかったが、南方向に張り出しを持った住居と思われる

ものである。凱形をした小型注目土器は注目すべき遺物である。柱穴列は一部しか調査でき

なかったが短辺 3m、 長辺 5m以上を測るもので、焼土を伴っている。これらは尾根の斜面
から谷部に位置しており、集落の最東端が調査されたものと思われる。また、これら中期終

末から後期初頭の遺構上面には晩期の包含層である黒色上が堆積しており、氷 I式土器片が

多く出土した。他に古墳時代中頃の竪穴状遺構 1、 平安時代の住居 2軒が発見された。

第 2地区は尾根の最高所 (標高714m)に 近い平坦部に位置する。中期後葉の竪穴状遺構

や中期後葉から後期前葉の土器を出土する土娯 11基が発見された。こられは密集 しており、

土壊群の箇所を調査したものかもしれない。

川又坂上遺跡 位置図
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なお、早期押型文・条痕文 。前期初頭繊維土器も少量ながら出上しており、川又坂上遺跡は縄

文時代の大規模な集落であり、さらには古墳時代から平安時代にいたるまでの集落が形成されて

いたことがわかる。今回はこの広範な遺跡の東端と中央部の一部が調査されたことになる。
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みすくち

4.水 口遺跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

東八代郡境川村藤埜728番地他

一般県道鴬宿中道線建設

1992年 5月 6日～ 1993年 3月 15日

2,800ピ

今福利恵、田日明子

甲府盆地の南壁を作る御坂山系の支脈、

鴬宿峠の谷に源流をもち北流する境川の中

流域左岸、北斜面に本遺跡は立地し、標高

約400mを測る。本遺跡のすぐ北には、滝

ケ原塚古墳、滝ケ原 2号墳、毘沙門塚古墳、子の神古墳等が存在し、古墳群を形成すること

が知られている。また、500m程東には須恵器の窯跡である牛居沢遺跡が調査されている。周辺

はスモモ・桃・葡萄などの果樹地帯となる。

調査は県道建設に伴い、幅約 12m、 長さ約250mの南北に長い区域で行われた。東西に走

る道路によって、北をA区、南をB区とした。調査の結果、縄文時代後期を中心とした配石

遺構を伴う集落跡と古墳時代後期の古墳 1基が発見された。遺構の残存状況は全体的に比較

的良好であったが、一部耕作や石垣によって撹乱を受けている。

縄文時代の遺構は、調査区全域に認められる。中期末の住居址 1軒 (2号住)、 後期の称

名寺期 1軒 (4号住)、 堀之内期 2軒 (1、 3号住)、 配石21基、土壊 2基を確認した。後

期の住居址は配石の集中するA区南側を狭んで南北に分かれて確認された。 B区の 3号住居

址より南にも配石が集中しているが、他の遺構は確認されなかった。中期末の 2号住居址は

方形石囲炉を持ち、プランは周囲の配石が途切れることから円形に近いと推定される。 4号

住居址は方形石囲炉を持っており、その西側に正位の埋設土器が認められた。プラン、規模

は不明瞭である。 1号住居址は柄鏡形敷石住居で、多くは意図的に破壊されている。 3号住

居址も敷石住居であるが、北側を道で削平されているために柄部が存在するか不明である。

また、方形石囲炉を持ち、そこに上器が正位に埋設されていた。配石は、帯状に調査区外に

伸びるもの、円形、不整形にまとまるもの、石列など様々な形態を示すが、ほぼ一定の大き

さの礫が配される。 B区 4号配石は方形の敷石の両側に平らな石を並べ、角に石棒が立てら

れている。また、 4・ 5。 7・ 10号配石等、土壊を伴うものもある。遺物は後期を中心に中

期末から晩期前半の土器が多く見られ、他に土偶、土製耳飾り、石棒、打製・磨製石斧、石

皿、磨石、石鏃、槍先形尖頭器などが出上している。

古墳は調査区の北端に位置し、半分以上が調査区外に広がる。上部の撹乱が著 しいため、

全容は明らかでない。主体部は横穴式石室の側壁の一部が残存するのみである。遺物は主に

前庭部から鉄鏃、鉄釘、須恵器の破片等が出上した。時期は 6世紀後半から7世紀代である。

水口遣跡 位置図
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あげ く は
5,揚久保遺跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

都留市小形山字大原溝上他

リニアモーターカー山梨

新実験線建設

1992年 11月 1日 ～ 12月 16日

1,400Hf

保坂康夫、高橋みゆき

本遺跡は、性川左岸に迫る山の頂から北東

に向けて発達する幅約 150m、 長さ500m程の

緩やかな谷底平地の中央部に位置する。

本調査は、 リニアモーターカー山梨新実験線建設事業に伴う変電所建設に先立って、都留

市小形山字大原溝上他で行った。これに先立ち、同年 9月 21日～10月 31日 まで試掘調査を行っ

た。その対象面積は16,000Hfで 、41箇所の トレンチを設定 し遺構 。遺物の有無を確認 した。

今回は、この試掘調査によって確認したB-1区 、 C区の調査を継続して行った。また、B―
1区は、中央をほぼ東西に延びる沢に三分されているため、便宜上南側をB-1区 南側、北
側をB-1区 ゴヒ恨」とした。
調査の結果、縄文時代の陥し穴 1基、平安時代以降の土坑12基、近世の掘建柱状建物址 1

軒、水路 3条、溝 2条、性格不明のピット21基を検出した。また、線状に配列されているよ
うな、人頭大程の礫も確認されている。遺物は、調査区全体から出土しているが、遺構に伴

うものは稀であった。

B-1区 南側では、東西方向に主軸を持つ掘建柱状建物址が検出され、これに平行及び直
角方向に走る溝が 2本確認された。また、これと異なる方向の溝も近接していた。この溝は
底に砂礫が堆積しており、水路として利用された可能性がある。このため、この溝は、掘建

柱状建物址に付随する何らかの施設と思われる。

B-1区 北側では、土坑が10基検出できた。円形のものを主体とし、直径 1～ 1.2m、 深
さ0.1～ 0.38mを測る。層位的にみて平安時代以降のものと思われる。これらの、遺構に伴う

遺物は確認されていないが、試掘時に確認した縄文時代の包含層から多数の縄文土器が発見

され、打製石斧や石匙、礫器も出土し、層位的に観察することができた。

C区では、縄文時代の陥し穴が 1基検出された。これは、長径1.8m、 短径1.23m、 深さ1.lm
の楕円形であり、底面にはピットが 2基存在した。しかし、遺物は全く確認できなかった。

今回の調査は、揚久保遺跡の一部分であり、縄文時代及び平安時代以降の遺跡であること

が確認できた。このため、来年度の調査予定であるB-2区 についても、かなりの成果が期
待できると思われる。

揚久保遺跡 配置図
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揚久保遺跡 調査区全景 (北から)

揚久保遺跡 全体図

揚久保遺跡 調査風景 (南から)

B-1区 北側遺物出土状況 (東から) B-1区 南側遺構検出状況 (北から)

―-19-―



しょう ふ tヽ け

6.菖 蒲池遺跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

東八代郡中道町下向山字菖蒲池

米倉山ニュータウン整備事業

1992年 5月 6日～12月 25日

7,000nf(50,000Hf)

森原明廣、早川典孝

米倉山ニュータウン整備事前に伴う調査は

昨年度に開始され、本調査 もその一環として

実施された。同一事業に伴う調査の実施さ

れている米倉山B遺跡は本遺跡の南東約0.6km

に位置する。

本遺跡は、甲府盆地南縁に広がる曽根丘陵の一角をなす米倉山 (標高380m)の山頂部に位置

する。この米倉山山頂の南側緩斜面にはカルデラ状の凹地が存在し、本遺跡はこの凹地周辺に展

開する。字名「菖蒲池」の語源は、この凹地に存在する小規模な自然湧水池に求められる。

調査対象面積は約50,000だを測ったが、その全域が遺跡か否かは不明であった。そのため

調査は、遺跡の広がりを確認すべく試掘調査から開始 した。試掘調査は1.5m× 10m程度の

トレンチを120ケ所設けて実施した。その結果、前述の凹地の周辺のみに遺跡が存在するこ

とが判明し、この5,800nfに ついて全面的な調査を実施したものである。

前面調査の結果、確認された遺構は弥生時代中期の上坑 6基、時期不明の上坑64基、時期

不明の溝 2条、時期不明の屋外炉 2基である。また、遺構は伴わないが黒曜石剥片の集中区や

弥生時代中期の遺物集中区あるいは古墳時代前期の遺物集中区も検出され、「水辺の遺跡」と

して注目できよう。遺物は全点の測点に留意し、総数は14,000点 を上回るに至った。しかし、遺

物の大多数は土器の小片であったため、総量はミカン箱大のケースに10箱程度であった。

検出された遺構のうち、特筆すべきものは弥生時代前期後葉～中期前葉に所属すると考え

られる土坑群である。土坑群は、凹地から延びる自然谷に狭まれた小規模な舌状の尾根部上

に数基づつ分散 して存在した。これらの土坑はいずれも直径 lm～ 1.5mを 測る円形の土坑
であり、覆土中から条痕文系の上器片が主体的に出土している。また、客体的な遺物として、

黒曜石製の石鏃や剥片などを覆土中に含む点は、各土坑に共通する特徴となっている。

これらの土坑はその所属時期や立地環境などから、当初は「再葬墓」の可能性を考えた。

しかし、「再葬墓」として確定できる要素は少なく、「墓壊」としての確証もない。今後の

整理途上において、理化学的分析なども併せて行ない遺構の性格を探求する必要があろう。

また、出土した条痕文系の土器群も施文工具などによる分類が可能であり、また縄文が施

文される上器群なども共伴している。これらを整理・分析することにより、県内では希薄と

される当該期の資料を提供することとなり、今後の研究の一助となるものと思われる。

菖蒲池遺跡 位置図
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菖蒲池遺跡 全体図

第31号土坑 (弥生時代中期 ) 土坑群 (東より)

調査風景 (北よ り) 遺跡全景 (北西より)
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むか が わ ら

7.向 河原遣跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

中巨摩郡甲西町江原727、 728他

一般国道52号 (甲西バイパス)

建設

1992年 9月 21日 ～ 12月 23日

6,800Hf(3,400Ht)

米田明訓、澤登正仁

向河原遺跡は、甲府盆地西部にあたる御勅

使川扇状地、その南部に位置する櫛形山から

流れる数本の急流河川がつくる複合扇状地形

の氾濫原の中にあり、釜無川と笛吹川の合流地点からも数キロ上流の所にある。

調査は、東西に走る道路によって、南を 1区、北を 2区 として実施することにした。まず、

対象地域を 5mの シートパイルで囲み、周囲内側に排水用の溝を掘り、湧水を常時ポンプアッ
プしながら発掘作業を実施 した。試掘調査によって水田址は一部既に確認されてはいたが、

その時代については遺物が出土していないため確定できなかった。断面土層観察によって地

上から3mの深さの間で、水田址が存在すると思われる層は 3層確認できた。今年度の本調
査は以上のようなことから 1区のこの 3層を精査した。

1区の地層の概要は以下のとおりである。地表面から平均40clllほ どが耕作土になっており、

以下今年度掘り進めた地表面直下約 3mま では、シルト層・砂層・泥炭層の平均 12～ 13枚前
後の互層によって形成されていた。 1区調査区域のほぼ中央部にこの層序を破壊し南東部に

流れる幅16・ 7mの大きな礫層があった。この礫層は1901年 (明治34)の大水害のものと思わ
れる。

水田址の畦畔は表土耕作面より約 lm下の泥炭層の調査区域北側約40m× 40mの範囲で確
認できた。この水田址は調査区域の中を東西に走る幅50cm、 深さ30clllほ どの溝より南に展開

している。検出された畦畔は幅約30cm高 さ約15cm程であった。その畦畔によって作 られてい

る水田群は大小さまざまな四辺形によって形成されており、確認された水田の中で最大のも

のの面積が約234f、 最小のものが約 6 nfであった。最大のものは検出時は確認できなかった

が、栽培時はさらに四等分程に畦畔によって区画されていたものと思われる。また確認した

畦畔からは水回が検出できず、水の取り入れはオーバーフロータイプだったと思われる。

出土遺物の多くは植物遺体 (樹木 。木の実等)であるが、溝の底面と溝より北側の畦畔上
面と同レベルの生活面と考えられる層から弥生時代中期の甕型土器 (櫛描波状文)の破片が
まとまって出土している。他に時代を推定できるような人工遺物が発見されず、この水田面

が先程の出土土器と同時代に耕作されていたのではないかと想像できる。これより下の泥炭

層は 1層水田面の精査終了後順次調査を行なったが、水田遺構は確認できなかった。

向河原遺跡 位置図
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調査風景

水田址全景

向河原遣跡 遺構配置図

土層断面実測風景
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おとわ

8.音羽遺跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

甲府市音羽町307-1他

県職員宿舎建替事業

1992年 11月 27日～ 1998年 2月 5日

約849nf

高野玄明、橘田重男

甲府盆地の北、荒川中流左岸に位置する音

羽遺跡は、標高約290mを測る。本遺跡は、

県職員住宅建設事業に伴うもので、本調査に

先立ち試掘調査を行った結果、調査区全体に

見られる黒色土中より、遺物や遺構が確認されたことにより、今回の発掘調査を行うことと

なった。今回の本調査により確認された遺構は、住居址 5軒、土坑 10基、溝状遺構 7基が検

出されている。 1号住居址は、長辺3.7m、 短辺3.3mの方形を呈 している。カマ ドは住居址

北西側に見られたが、袖石などは確認されず、若干焼土やカーボンが広がっていた。カマ ド

脇には、貯蔵穴と思われる施設が確認されている。出土遺物は杯や甕の破片などが見られ、

時期は奈良時代初頭に位置付けられる。 2・ 3号住居址は弥生時代後期のものと思われ、 2

号住居址は長辺5.6m、 短辺3.9mの楕円形を呈する。柱穴は 4基確認されたものの、炉は確

認出来なかった。 3号住居址は長辺4.7m、 短辺4.2mを測り、隅丸方形を呈 しているも柱穴

は 4基確認されているが、原木を分割して使用したと思われる痕跡を呈している。また、住

居址南側で梯子受け穴が見られ、おそらく住居lLの入り日にあたると思われる。 2号住居址

同様炉の確認は出来なかった。出土遺物は櫛描波状文を伴う土器片や磨製石鏃・凹み石など

が検出された。 5号住居l■は長辺約 5m、 短辺約 4mを測り方形を呈し、住居址内には周溝

が見られる。カマド及び柱穴は確認できなかった。出土遺物は、須恵器の高台杯や、住居址

南側の壁面に、むしろ編み用の錘と考えられる小礫が 7点集中して検出された。古墳時代後

期に位置付けられると思われる。 2号溝は、調査区を東西に走り、長さ約25m、 幅0.7m、

深さ0.5mを測る。出土遺物は、覆土中上面から灰釉陶器などがみられたが、溝の性格はい

まのところ判明しない。また、縄文時代後期の遺物が確認されたものの、該期の遺構は検出

できなかった。

本遺跡は、甲府市の分布調査報告書に見られるように、かなり広範囲にまたがる遺跡とし

て報告されている。今回の調査は、ほんの一部であったものの、荒川流域の帯状微高地を利

用し該期の集落が営まれていたことが窺える。

音羽遺跡 位置図
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音羽遺跡 全体図

発掘調査風景 3号住居址遺物出土状況

1号住居址 音羽遺跡 全景
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こめ くら やま

9,米 倉 山 B遺跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

東八代郡中道町下向山字米倉山

3,911-6他

米倉山ニュータウン整備事業

1992年 4月 14日～ 1993年 3月 19日

7,000nf

坂本美夫、一瀬新一郎、森原明廣、

早川典孝、高橋みゆき

曽根丘陵の一角に位置する米倉山山頂は、 米倉山 B遺跡 位置図
標高380.8mを 測る。米倉山は、東から西に流

れる滝戸川と、南から北に流れる七覚川に狭まれている。調査は昨年度開始され、今年度は

2年度目となる。調査位置は、米倉山山頂から東南東の尾根に所在し、標高340mか ら350m

にかけての地点である。

今回の調査では、弥生時代末から古墳時代初頭の所産であろう住居址 19軒、古墳 2基 と墓

壊 153基および芋穴43基が確認されている。また中央部では、東西に走る自然谷が確認され

ている。

住居址は、南緩斜面から平坦部にかけて集中している。形態は方形のものが多く、これに

円形および楕円形の住居址の存在も確認されている。また、重複する住居址が 4箇所存在し、

住居址の多くは接近している。遺物としては、弥生時代中期の条痕文系の上器片や弥生時代

後期から古墳時代初頭の上器片などが出土している。

調査区の中央付近には 2基の古墳が存在する。 1号墳は、墳丘、周溝、石室が全く痕跡を

とどめておらず、大きさは不明である。直刀、切子玉、須恵器の破片が出土している。 2号

墳は、 1号墳の南側に位置し、直径20m前後を測る円墳である。墳丘のほぼ中央に、南北に

約6.5m、 東西に約3.5mの掘り方が確認され、横穴式石室の側壁と敷石の一部が残存 してい

る。石室内からは金環、鉄鏃などが、周辺からは須恵器の破片などが出上している。これら

の出土遺物から、時期的には古墳時代後期の所産と考えられる。

また調査区の北側付近からは、江戸時代中期以降の墓壊153基 を検出した。 これらの墓壊

は、径が90clll前後の円形を主体として、縦70cm、 横 l m 20cm程度の方形のものも存在する。

副葬品として、キセル、寛永通宝、漆器 (漆膜片のみ)、 かわらけ、陶磁器が多く見られる。

この他、火打金、水晶、くるみ殻、櫛、かんざし、飾り金具などを伴うものもある。

その他、特筆すべき遺物として、調査区の北東部から、縄文時代早期のいわゆる「 トロト

ロ石器」が出土 している。また、 2号墳東側の自然谷からは、工奔銭 (中国の新代に鋳造 :

初鋳A.D.14)が 出土している。

米倉山 B遺跡 位置図
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米倉山 B遺跡墓装配置図

―-27-



ひがしやま きた

10。 東 山 北遺跡

所 在 地 東八代郡中道町下向字東山
事 業 名 甲斐風上記の丘・ 曽根丘陵公園整

備

調査期間 1992年 5月 6日～ 10月 2日

調査面積 3,0004f

担 当 者 末木 健、野代幸和

大丸山古墳を西に仰ぐ東山北遺跡は、甲斐

風土記の丘・ 曽根丘陵公園整備に伴い、 1990

年度から3次にわたり発掘調査を行なってき

た遺跡である。立地的には、甲府盆地東南部の曽根丘陵のほぼ中央付近にある舌状台地の先

端部の北側斜面、標高約300mに位置している。本遺跡周辺には、銚子塚古墳・丸山塚古墳 。

上の平遺跡等多くの遺跡が存在しており、これらとの関連性が窺える。

今回の調査に至るまでに確認された遺構は、弥生時代後期の住居址17軒、土器焼成遺構と

竪穴状遺構が各 1基、溝状遺構が14条、土坑・ ピット群等である。今年度の調査では、弥生

時代後期の住居址10軒、古墳時代前期の住居址 1軒、このほかプランのみ確認して保存する

ことになった住居跡状の時期不明遺構 6軒、古墳時代前期の方形周溝墓 2基、竪穴状遺構 1

基、土坑12基等が確認できた。また、出土遺物については、旧石器時代の石器、縄文時代早

期から中期にかけての上器・石器類、弥生時代後期の土器・石器 。青銅器類、古墳時代前期

の土師器 。鉄器類、古墳時代後期の須恵器が発見できたが、時期的に見た遺跡の中心は、発

見遺構が示すように弥生時代後期から古墳時代前期である。

発見した住居跡の大部分は耕作による削平で、覆土の多くが失われていたため出土遺物は

僅かであったが、第 2号方形周溝墓の方台部中央に位置する第27号住居跡からは、北陸系の

甕形土器を模倣したものが出土した。この住居の覆土には多量の焼土と灰、炭化した籾殻な

どが混入しており、焼失したものと思われる。

方形周溝墓については、昨年度の表土削除であらかたプランが確認されていた第 2号墓の

調査を行った。その結果、東西約36m、 南北約31mの規模を測り、県内で最大クラスのもの

であることが明らかとなった。周溝の幅 5～ 6m、 深さは最深部で約 1.8mで 、ブリッジを

設けない全周するタイプのものである。主体部は発見できなかった。耕作によって削り取り

の著しい北溝を除いては、各溝で土坑状の掘り込みがある。遺物については、この周溝の底

から器高 10ctllと器高 12clllの赤彩塗布された高杯、推定器高28clllの S字状口縁台付き甕、北陸

系の土器を模倣したもの、土製の勾玉や管玉、鉄製の鋤・鍬先、銅製の環・ 鏃などが伴って

出上していることから、時代的には古墳時代前期に築造されたものと考えられる。

今年度の調査で得られた成果の概略は以上である。弥生時代後期に営まれていた集落の廃

東山北遺跡 位置図
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絶後、古墳時代にはいって方形周溝墓が造られ、墓域化したことが明らかとなった。来年度

以降は調査区東側の調査を行う予定である。
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えのき だ

11.榎 田遺跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

甲府市千塚 5丁 目 9番地内

ツリータウン千塚団地建設事業

1992年 4月 22日 ～ 11月 27日

3,400ぜ

高野玄明、橘田重男

荒川の流路にそって、形成された帯状微高

地上に位置する榎田遺跡は、1985年度に甲府

市教育委員会が行った遺跡分布調査により確

認された遺跡で、標高約305mを測る。千塚

地区は甲府市域でも遺跡の密集地域であることが知られている。ソリータウン千塚団地建設

に伴う発掘調査で、昨年度試掘調査を行った結果、調査区全体に及び、遺構・遺物が確認さ

れたため、今回の本調査に至った。 ｀

今回の発掘調査によって確認された遺構は、住居址28軒・方形周溝墓 4基・土坑114基 。掘立

柱建物址 2棟・溝状遺構 3基が検出されている。住居址は、古墳時代後期 (鬼高)の住居址が17

軒と最も多く、弥生時代後期 3軒 。古墳時代前期 1軒・奈良時代～平安時代 7軒で該期の集落が

存在していたことが確認された。古墳時代後期 (鬼高)の住居址については、大型のもので 7m
四方、小型のもので 3m四方の方形を呈し、カマドは、住居址の北側に構築されている。出土遺

物については、カマド脇に郭・甕・高郭など数多くみられ、砥石・紡錘車・土製スプーン・土鈴

などの特殊遺物も出土している。方形周溝墓は4基確認されており、古墳時代初頭に築造された

ものと思われる。 1号方形周溝墓は南北15m、 東西14mを測り、南側にブリッジが見られる。遺

物も有段口縁壷・ ひさご壷・台付甕など完形品が周溝覆土中位から出上している。 2号方形周溝

墓は西側が調査区外にのびるため推定ではあるが、約1lm四方の規模をもつ。東側コーナーには、

S字状口縁台付甕・器台・小型壷が集中しており該期の祭祀の在り方が窺える。 3号方形周溝墓

は2号方形周溝墓同様、西側が調査区外にのび、全容は不明であるが南北12mを測り、周溝墓南

東では周溝内に落ち込みが見られ、底面直下に台付甕が出土しており、周溝内埋葬の可能性もあ

る。 4号方形周溝墓は13m四方で西側のコーナーにブリッジが見られる。各周溝墓とも主体部の

確認はできなかったものの、甲府市域で方形周溝墓が検出されたのは2例目で、出土遺物と共に

県内でも貴重な資料となろう。

千塚地区は、『甲斐国志』に「無名ノ古塚多シ破壊シテ今分明ナラズ」とあるなど、加牟那塚

を中心として相当数の古墳が存在していたと思われる。古墳群と古墳を築いていた人々の集落と

の関わりについては過去、本地域で発掘調査が行われなかったこともあり不明な点が多かったが、

今回榎田遺跡の調査により、古墳時代後期を中心とした集落が存在していたことが確認できた。

今後、古墳と榎田遺跡の関わりについては、究明していかなければならない課題だろう。

榎田遺跡 位置図
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榎田遺跡 全体図

発掘調査風景 20号住居址遺物出土状況

2号方形周溝墓遣物出土状況
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12.油 田遺跡

所 在 地 中巨摩郡甲西町江原字油田
149-1他

事 業 名 一般国道52号 (甲西バイパス)建
設

調査期間 1992年 9月 14日～ 12月 28日

調査面積 Ⅱ区3,540nf Ⅳ区4,400Hr(3,176だ )
担 当 者 Ⅱ区 吉岡弘樹、平山 優

Ⅳ区 保坂和博、松土一志

油田遺跡は、甲府盆地西部を急激に釜無川

に向かって下る滝沢川によって形成された小扇状地扇端部の標高259mに あり、北に向河原

遺跡、南に中川田遺跡と接する位置にある。

今年度の調査は、南より I～Ⅳと設定された調査内、Ⅱ区とⅣ区について実施された。低

湿地調査特有の排水対策としては、調査地の周囲に長さ4mの シートパイルを打ち込み、内

側には法面の崩落防止のために、約45° の勾配をつけた排水路を設置した。更に、釜場をコー

ナー部分の 2箇所に設け集水効果を高め、ポンプによる排水を常時行なった。

Ⅱ区では 2面の文化層が確認された。第 1面は表上下約2.3mよ り確認されたが、上層を

覆う氾濫による礫層の堆積時にひどく荒らされており、水田経営の有無については不明であ

る。第 2面 は、第 1面の直下にあり、上記した礫層の影響を部分的に受けているが、比較的

安定した堆積を見せている。遺物は、調査区北側に集中し、小型壺等が検出され祭祀を行った可

能性を高めている。時期については、第 1・ 2面共に古墳時代～平安時代に比定できよう。

Ⅳ区はⅡ区の北側に位置し、 2面の文化層が確認された。第 1面は表土下約 1.8mよ り検

出され、北部は西から東へ向かう氾濫による礫層の堆積により削られているが、比較的安定

した堆積状況であり、緩やかに北西から南東に傾く等高線を描いている。溝状の窪地が検出

されたが上層に見られる氾濫の影響と考えられ、第 1面では遺構は確認されなかった。遺物

は第 1面直上より条痕文系の甕が出上し、器形および施文の様相が弥生時代前期後葉から中

期初頭を示唆しており、第 1面がほぼ同時期になると考えられる。また第 1面直上のシル ト

層には多量の植物繊維や木の実などが検出されている。第 2面は第 1面より10cmの シル ト層

を狭んで下層にあたり安定した堆積を見せているが、北部はやはり氾濫による礫層の影響を

受け削られている。遺物 。遺構は検出されなかった。第 2面の下層では青灰色粘質土を挟ん

で多量の植物繊維を含む層が確認されたため調査区の一部をこの面まで掘り下げたが遺物 。

遺構は検出されなかった。第 2面および第 2面下層 (植物繊維を含む層)1ま共に時期不明である。

なお今回の調査の問題点として湧水が非常に多いために調査の進行が妨げられた点があり、

今後の調査においては排水対策の強化の必要性が挙げられる。

油田遺跡 位置図
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Ⅱ区 第 1面 完掘状況 Ⅳ区 第 1面 完掘状況

Ⅱ区 第 2面 完掘状況 Ⅳ区 第 1面 上器出土状況

Ⅱ区 降雨・ 涌水による調査区水没状況 Ⅳ区 第 2面 完掘状況



あら 1ヽ みちした

13.新居道下遺跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

中巨摩郡若草町十日市場字新居道

下 1476他

一般国道52号 (甲西バイパス)建

設

1992年 4月 17日 ～ 9月 18日

1,500Hf

米田明訓、澤登正仁

本遺跡は甲府盆地西部の御勅使川扇状地扇

端部の南側に位置し、標高270mに立地する。

遺跡は扇端部に形成された北西から南東方向へのびる微高地上に展開する。過去に実施され

た試掘調査の結果では、遺跡北側では御勅使川の氾濫で運ばれた礫層が厚く堆積し、南側で

は泥炭層が堆積する。

昨年度より実施されている本調査は、県道韮崎・櫛形・豊富線より北側を東西に走る町道

を境に、南側を 1区、北側を 2区と二つの区域に分けて調査を実施している。すでに昨年度

調査した 1区では、奈良時代と平安時代の住居址および近代の粘土採掘坑等が、 2区では奈

良時代から平安時代の住居址 。掘立柱建物址・土坑等が多数確認され、峡西地域では初めて

当該期の大規模な集落の存在が確認された。

本年度は 2区のほぼ全域 (未買収地域を除く)を調査した。確認された遺構は、古墳時代
から平安時代までの住居址21軒・ 掘立柱建物址 1軒・土坑 108基・ 溝状遺構 8条・河川跡 1

であるが、土坑群の中には上記の確定したものの他に、柵列跡や掘立桂建物址と考えられる

配列をしているものもあった。溝状遺構の中には、深さ約 2m、 幅約 1.5mの 大きさのもの

があり直線で約20m確認した。昨年度・本年度の合計は住居址44軒・掘立柱建物址 4軒・ 土

坑149基・溝状遺構 15条・ 河川跡 2であった。またプラン確認時において、おおかたの住居

址内覆土は土砂および礫が入っており御勅使川の氾濫の規模が想像できる。

古墳時代から平安時代の遺構から出土遺物の大半は、土師器・須恵器の上器類と灰釉陶器

類であった。中でも土師器はそれら全体の八割以上をしめている。上師器の中では古墳時代

後期の特徴を持つ甕、甑、邦等が出上している。このようなことから、この土地の村落の活

動が古墳時代後期には開始されていたことは確実であるが、 2区南西端の 7号溝の中からは

古墳時代前期の特徴を持つ S字状回縁台付甕の破片も出土している。また墨書土器数個体、

甲斐型土器の郭も10数固体住居址から出土しているので、これらの編年、型式分類等の作業

が進めば村落の活動年代がおおよそ確定できるであろう。

特殊遺物としては鉄鏃・ 釘・鎌などの鉄器類および鉄滓、石帯・石錘・ 砥石等の石製品、

水晶、植物遺体 (桃の実)等であった。

新居道下遺跡 位置図
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36号住居址遺物出土状況

2区 南端実測風景

15号溝発掘風景

44号住居址カマ ド付近遺物出土状況

76号土坑遺物出土状況 2区 中央部



くわ ど  うしろまち
14.桑戸 (後町)遺跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

東山梨郡春日居町桑戸字五反田

661-1他

一般県道下神内川石和停車場線改

良工事

1992年 12月 1日 ～ 12月 15日

200Hf

末木 健、野代幸和

」R中央線の別田駅東側100mに ある本遺

跡は、甲府盆地東南辺を流れる笛吹川と、秩

父山塊の南端部にある冑山・棚山 。御室山 (鎮目山)の裾を流れる平等川との間に形成され

た、微高地上に立地する。遺跡は中央線に沿って北東から南西方向に長大な面積を有し、白

鳳時代寺院跡である寺本廃寺や、奈良時代の国庁跡と目されている国府へと連続しているも

のと思われる。

本調査対象とした面積は4m× 100mであるが、試掘の結果その内の約半分が、遺跡の残
存状態が良く、残りは天地返しによる撹乱の為に、本調査対象外とした。

検出された遺構は、住居址 5軒、近代の撹乱による竪穴遺構 1基、溝 2条、土坑29基であ

る。住居址は完全に発掘されたものは無く、いずれも3分の 1～ 4分の 1程度である。古墳

時代中葉の 3号住居址以外は、北側辺中央に粘土構築の竃を持ち、土師器・須恵器・灰釉陶

器などが出土していることから、奈良時代末～平安時代前期に属する。なお、 2号溝は奈良

時代末、 1号溝は近世と考えられる。また、住居址や溝の覆土中の出土遺物には、弥生時代

後期・古墳時代前期～後期の遺物が多く含まれており、その時代から集落が継続していたも

のと思われる。

２
号
住
居
址

４
号
住
居
址

調
査
風
景

遺
跡
全
景

桑戸遣跡 位置図
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なかかわ だ

15.中川田遺跡

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

中巨摩郡甲西町田島字中川田527

他

-般国道52号 (甲西バイパス)建

設に伴う事前調査

1992年 6月 1日～ 9月 12日

3,500nf(1,7504t× 2層 )

吉岡弘樹、平山 優

中川田遺跡は、甲西町地内を南北に走る国 中川田遺跡 位置図

道52号線と、櫛形山を水源とし、小扇状地を

形成しながら釜無川に下る滝沢川に狭まれた位置にあり、標高256mを測る。

第 1水田面では、上層との一体化がひどく、遺構が検出されたのは中央部より南西に限ら

れた。大畦畔は幅80clll、 高さ15clllを測り、土手状遺構に接続する形状をとる。上手状遺構は、

調査区の南側をかすめるように確認された旧河川と水田を隔絶するために造 られたもので、

幅約 2m、 高さ40clllの 扁平な蒲鉾状を呈する。この他に溝 1条、杭列 3条が検出された。

第 2水田面からは、調査区南側を中心に、幅20clll、 高さ10clllの小畦畔が検出され、遺物は、

当時の殺馬儀礼 ?の一端を窺わせるものとして、各所から獣骨 (馬)が約30点 (3頭分)が

出上した。またこの他に、水田面直上より鉄鏃が 2点検出された。

第 3水田面は、第 2水田面の直下にあり、今まで水田経営がなされていなかったと想定さ

れていた黒褐色腐食土層に造営されており、南北に伸びる大畦畔 (幅80clll、 高さ20clll)に 小

畦畔 (幅 30clll、 高さ10clll)が 東西に、それぞれ接続する形状が明確に確認できた。 しかし、

当面の確認された範囲は、北東部は旧河川によって削平され、南西部は谷状地形を形成して

急激に下るため非常に狭いものであった。

上記された 3面の水田の経営時期については、時期決定につながる資料の出土が乏 しく、

現段階では、中世から江戸期末以降という大枠でしか捉えられない。

中川田遺跡 位置図

第 1水田面完掘状況 第 3水田面大畦畔検出状況
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に はんやなぎ
16.二 本 柳遣跡

所 在 地 中巨摩郡若草町十日市場字二本柳
186他

事 業 名 一般国道52号 (甲西バイパス)建
設

調査期間 1992年 4月 14日～ 12月 24日

調査面積 16,800nf(8,400ぜ )

担 当 者 中山誠二、小林健二

二本柳遺跡は、甲府盆地西部を流れる御勅

使川と滝沢川がつくる扇状地の扇端部、標高

260m前後に位置している。

平成 3年 9月 から始まった本調査では、 1区で江戸時代末の水田、 2区では平安時代末、
戦国時代の水田、井戸、溝が検出されている (当センター『年報 8』 参照)。 2年次の今年

度は引き続き2-B区 、 3区、 4区の調査を行った。各区の水田は上層が戦国時代のもの、
下層が平安時代末のものであり、それ以前の遺構は確認されなかった。

2-B区 は 2区と同様 3層の調査を行った。第 1層目では、礫層の上から掘り込まれた溝、
木棺、井戸が検出された。中でも注目されるのは木棺で、蓋板には梵字が、側板には真言密

教で用いられた偶文が書かれ、稲穂をのせたかわらけ、古銭 6枚、数珠が副葬されていた。

また溝は 2区から続いているもので、これらの状況から、近在する法善寺の子院であった福

寿院の寺域境を示すものである可能性が大きい。礫層下のシルト層上に造られた上層水田は、

杭で補強された大畦畔を中心に、 1枚の水田の面積が15× 10mの ものから5× 3mの ものま
でが存在する。水田面には足跡が、水口には鋤痕がはっきりとみられる。粘土層上に造られ

た下層水田は、 1枚の面積が上層水田よりさらに広く15× 15mの大区画を有するものが存在
する。大畦畔は上層水田とほぼ同じ位置にあり、上層水田はこの水田をもとにして造られた

と考えられる。

3区の上層水田は、 17枚の水田面の遺存状況がきわめて良好で、水田面は不整形な区画を

呈しているが、水を温める施設 (ヌ ルメ)を伴い、傾斜した地形に沿って南北に階段状に造
られている。足跡が多数検出され、農作業時の歩行の状況がよくわかる。水田面からは、か

わらけ、斎串、馬の骨が出上している。下層水田は 6枚の水田面が検出されたが、調査区北

側は畦畔等の施設が確認されず、水田面として利用されなかった可能性もある。水田面から

は、青磁碗の破片、斎串、馬の歯・骨、小動物の下顎骨が出土している。

4区の上層水田は層位的にとらえにくく、畦畔・水田面の検出が困難であった。下層水田

は 1枚の面積が10× 10mで ほぼ正方形に区画されている。水路を伴う大畦畔が東西に走 り、

水田面からは青磁碗の破片、漆椀、斎串、鏃形木製品、鉄製品、馬の歯・骨が出土している。

二本柳遺跡 位置図
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さらに地表下約1.8mで古墳時代初頭の、約3.5mで弥生時代中期の遺物包含層が確認された。

また両包含層の間には厚さ約1.5mの 礫層が堆積し、礫層中より梯子 (弥生時代末～古墳時

代初頭)の他、人為的に加工された木製品が出上している。

2年次にわたる調査からは多くの成果が得られ、今後峡西地域の条里型土地区画の起源や

土地制度の変化、水田での祭り、中世の葬送儀礼の実態が明らかになるであろう。

3区 上層水田

0              100M

2-B区  1号木棺出土状況

4区 下層水田調査風景
調査区域図

―-39-



こう ふ じょう

17.甲 府 城 跡 (県指定史跡)

甲府市丸の内 1丁目 5番地内

舞鶴城公園再整備事業

1992年 4月 13日～ 1993年 3月 31日

4,700コ置

八巻与志夫、村松利恵子

所 在 地

事 業 名

調査期間

調査面積

担 当 者

県指定史跡甲府城跡の石垣修復工事に伴う

発掘調査は今年で 3年目である。以下調査場

所ごとにその概要を述べる。

1 数寄屋曲輪調査
数寄屋曲輪西石垣の修復工事に伴う本年度の調査は、曲輪南端の櫓台 (絵図による二重櫓

が存在)部分と石垣及び鍛冶曲輪へ通じる石段について実施した。櫓台については、石垣解

体により影響を受ける約120∬を調査し約40clll× 30cmほ どの平石が 4石検出された。櫓の柄

柱を受ける礎石の可能性が考えられるが、 4石の配置は各々であるうえ、櫓台を囲む安全防

護柵のコンクリート基礎や樹木の度重なる移植によって撹乱を著しく受けており、明確な遺

構は確認できなかった。曲輪と櫓台の境部分の入隅石垣は逆算木積みではなく、櫓台を構成

する石垣に曲輪側のそれがぶつかる形で積まれていたが、解体中の調査で櫓台の石垣が入隅

部分より奥に4mにわたって検出された。数寄屋曲輪西石垣の南端が櫓台の石垣を半分近 く

埋めているこの結果と、北端は稲荷曲輪南石垣の出隅を埋め殺す格好で積まれていることか

ら、数寄屋曲輪は、稲荷曲輪と数寄屋櫓台の間に石垣を積むことによって後で築かれたと考

えられる。ただし石積み技術に著しい差は見られないためその時間的差異はごく短いもので

あったと思われる。

2 本丸櫓北石垣下の調査

昨年度までに金箔瓦が出土している人質由輪北石垣下の西側部分の継続調査である。これ

までに金箔瓦が出上 した最下瓦層からは、五十三桐鬼板瓦の花部分や獅子を模した瓦 (図版)

が出上した。この瓦は目や髭の作風が既に出土している航 (図版)等に近似しており、目周

辺には金箔の付着も認められ、やはり築城当初桃山期のものと考えられる。この瓦は、犬山

城天守閣に見られる桃の実をかたどった瓦と同じく隅蓋瓦の上に飾られていたと推定される。

根石前面からは、ほぼ完形の鏃 1点を含む黒曜石十数点がまとまった範囲から出土しており、

人質曲輪と本丸を構成する東西約85皿 の高石垣を積み出す際に、どこかの遺跡からその認識

無くして上を運び込み、根石の前面盛上に使用した築城期の様子がうかがえる。

3 天守台調査
天守台中央西側の出隅修復工事に先立ち、天守台北側半分の発掘調査を 7月 から 1カ 月間

と10月 1カ 月間実施した。表土から20clll程度で黄褐色粘質土層が10～ 20cm程度の厚さで転圧

甲府城跡 位置図
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された状態で検出され、この下が栗層となっていた。表土は植木の植栽時の上と芝の目土及

び園路整備の為の砂で構成されている。黄褐色粘質土層は石垣内部への雨水の浸透を防ぐた

めの防水層であろう。遺物は表土中から出土した瓦破片のみであったが、後世の撹乱のため

一部栗層上面からも出土した。また、約40clll四方に矢で割られた礎石と思われる石が検出さ

れたが、原位置は保っていなかった。

4 本丸調査
本丸腰石垣修復工事に先立った調査では、南側腰石垣の根石及び毘沙門堂跡の検出に努め

た。しかし、宝永年間の絵図に記されている石垣の高さと曲輪の標高との比較から本丸の地

盤は江戸時代より約 lm下がっていることが明らかとなり、この事実は本丸腰石垣に設置さ

れている排水暗渠のレベルからも確認された。そのため、江戸時代の遺構はすでに消滅して

いると考えられ、調査でも検出されなかった。本丸を構成する地盤は一条小山の地山である

ことが確認され、天守台の石垣も地山の上に構築されていることとなる。なお、この本丸腰

石垣調査は現在も継続中である。

5 稲荷門調査

稲荷門跡の調査では、明治以降に崩された石垣の根石を検出して、門の東側袖石垣を復元

するためのデータを得ることを目的とした。腰石垣調査では、東西 3m以上南北 5m以上の

瓦溜が検出された。この中に廃棄された瓦の中から 1点朱漆の付着 した瓦が出土 している。

稲荷門から東に伸びる石垣の根石だし調査中に、稲荷曲輪からの水を南に抜く暗渠が検出さ

れたが、この暗渠は同様な機能で復元することとした。

6 石垣実測調査
従来から解体する石垣の立面図を作成して、調査と工事に活用している。しかし、この図

面では石垣の特徴が最も顕著となる隅部分は記録されないため、今年度から隅部分の内角の

2等分線の延長線に直行する方向から撮影した図面を作成することとした。

7 石材調査

本調査では、解体修復される石垣の石材個々について、面の縦・横・控えの長さや矢穴の

大きさ及び数、そして重量について計測調査を実施している。この調査の目的は、穴太積み

石垣の特徴である大小の石材の配置バランスや控えの長い石材の使用について、具体的数値

で表し石垣の積み方の傾向をつかむことにより、今後の修復工事に活かす点にある。本年度

は、堀の一部、数寄屋曲輪西石垣、稲荷曲輪南石垣、鍛冶曲輪南東腰石垣の調査を実施した。

これまでの調査で言えるのは、出隅を構成する石材の左右数石は控えの長いものが配されて

いる点である。図版は調査結果を図化したものだが、隅石の脇には面が小さくても控えは長

い石材が積み込まれていることが分かるであろう。腰石垣の調査はまだ一か所のみであるが、

高石垣に比べ面の大きさに対して控えが短い石材が多かったが、石垣の高さによっても石材

の使い方に相違があると考えてよいであろう。今後さらに調査を重ね、石垣とその積み方に

ついても考察を深めて行きたい。
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①稲荷曲輪門
②数寄屋櫓台
③鍛冶曲輪腰石垣
④本丸櫓台下調査|

蔭鯵に観 90年度

-91年
度

物 92年度

隠暮愛潤92～93年腰

年度別調査位置図

8 石垣修復工事について
平成 4年度に実施された石垣修復工事内容は、前年度からの継続で鍛冶曲輪南側の堀石垣
と腰石垣200nf及 び鍛冶曲輪から数寄屋曲輪へ登る石段と稲荷門石垣150Hfである。稲荷門石

垣修復工事では、石垣解体の番付作業時に特徴的な石材で再使用が可能なものには黄色の番

付を、その他の石材には白色で番付し、黄色の石材は石材 1石分程度の範囲で原位置に戻す

ことを原則とした。また、石材加工は極力避けて、可能な限り野面を出して施工することも

現場で指示した。
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石材法量図 (数寄屋櫓台石垣 )

修復された稲荷門石垣

-43-

本丸櫓北石垣下出土飾瓦金箔鯨瓦



18.告 R瞥件寺饒土詳細分布調査

所 在 地 ①東八代郡境川村大窪字温湯

調査期間

②東八代郡八代町永井

③山梨市七日市場

1992年 11月 5日～24日

①ll月 5日～10日

②ll月 11日～18日

③ll月 19日～24日

①45だ②120Hf③ 38nf

末木 健、野代幸和

(ぬ くゆ)温 湯遺跡
喩伽寺

七日子廃寺

調査面積

担 当 者

合計203ar

本年度は 5カ 年計画のうち 3年目にあたり、上記 3カ 所の試掘・確認調査を行った。

①温湯遺跡

境川村の中心部である藤埜集落から、南東に御坂山地の鴬宿峠へ向かうと、虚空像山と格

山に狭まれて大窪集落がある。この集落は、名所山から流れ出した境川の扇状地扇頂に位置

し、かつては、交通の要所としてさかえた。遺跡は集落の北側に位置 し、標高520mの 緩斜

面に立地する。

本遺跡は、過去の耕作中に布目瓦や土師器が出上したことから、1987年度に県教育委員会

による生産遺跡分布調査事業で、窯跡の確認調査が行われている。このときの調査では窯跡

が確認できず、住居址や土坑が検出され、灰釉陶器・土師器・布目瓦が出土している。特に

布目瓦は丸瓦の完形品が出土し、近くに寺院址の存在を想起させるに充分であった。

そこで、今回は道路より南側の、一段高い畑を中心にトレンチを 3本設定した。 1号 トレ

ンチからは平安時代の住居址が検出され、 2・ 3号 トレンチからは土坑が検出された。これ

らの トレンチからは、瓦の出土はなく、建物址と思われる柱址も検出されなかった。

②喩伽寺

御坂山地から流れ出した浅川が形成した扇状地の扇央部に位置し、無碍山法雲院と号する

臨済宗寺院がある。寺伝では霊亀元年に創建された寺院で、薬師堂には白鳳時代～天平時代

の塑像があったが破損しており、現在は東京国立博物館に保管されている。

調査地区は、喩伽寺の西側に接した梅畑である。 5本のトレンチを設定し、 1号 トレンチ

から布目瓦と石列が検出された。布目瓦は軒平瓦と平瓦破片である。軒平瓦は均整忍冬唐草

文であり、奈良時代の製品と考えられる。この他の トレンチからは弥生時代～平安時代の住

居址・土坑などと、それに伴う遺物が発見されている。

検出された石列は、現在の喩伽寺の中軸線より約50mほ ど離れており、寺院址と関連ある
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ものと考えられる。

③七日子廃寺

山梨市七日市場宮の平と塩山市三日市場字乙川戸前にまたがる遺跡で、旧来より布目瓦が

採集されたことから、『七日子廃寺』の名称を持つ。笛吹川左岸の緩傾斜地、標高400m付

近に立地し、七日子神社周辺からは縄文土器 。平安時代土師器などが多数表面採集できる。

瓦は神社の北東部に分布しており、現在は桃・柿などの果樹園となっている。試掘調査は

神社北東約100mの 荒れ地に、 4本の トレンチを設定した。しか し、瓦や寺院跡と思われる

遺構は検出できなかった。

4.喩 伽寺出土軒平瓦

―-45-

①温湯遺跡 ②喩伽寺 ③七日子廃寺

1.温湯遺跡第1ト レンチ発掘状況 3.喩伽寺発掘状況 5.七 日子廃寺調査状況

2. 温湯遺跡第 3ト レンチ 6.七 日子廃寺第 1ト レンチ



19.リ ニアモーターカー山梨新実験線建設に伴う試掘調査

所 在 地 ①東山梨郡勝沼町菱山
②都留市小形山字大原溝上他

③都留市小形山瀬木

調査期間 ①1992年 6月 1日～ 6月 12日
②1992年 9月 21日～10月 31日

③1992年 12月 17日～12月 25日

①l,200nf

②l,500nf(調査対象面積16,000r)

③650nf(調査対象面積7,0004f)

リエアモーターカー山梨新実験線建設

保坂康夫、高橋みゆき

調査面積

事 業 名

担 当 者

①  リニア新実験線建設に伴うトンネル掘削土の廃棄場所予定地である菱山地区の遺跡分布
確認調査を行った。当地は、長さ280m、 幅約50mの谷間にあり、周辺の遺跡の状況や地形

から遺跡の存在が予測されたため、幅1.5m、 長さ6.5～ 46m、 深さ0。 1～ 2mの トレンチを43

本設定し、遺構・遺物の有無を調査した。特に谷の高所では鉄滓が数点採集されたため、や

や広範囲にトレンチを設定したが、明確な遺構は確認できず、遺物も検出できなかった。

②  リニア新実験線の変電所建設に伴う揚久保遺跡の範囲確認調査である。試掘範囲は、調
査の承諾が得られた 3箇所の地域で行った。このため、調査地域を便宜的に、南恨1からA区、

B区、 C区とした。そして、A区に 7本、 B区に31本、 C区には 3本、合計41本の トレンチ

を設定した結果、A区では遺構・遺物とも確認できなかった。 B区では、より高所の西端部

で規則的に並ぶピットが 4基と土坑が 1基確認でき、 C区でも土坑が 1基確認できた。また、

遺物はB区のみに見られ、西端部と東端部で、特に多くの縄文土器、土師器、陶磁器片が出

上した。以上のことから、遺構・遺物が確認できたB区 とC区を本調査の範囲とした。この

うち、 B区では、遺構が確認できた西側をB-1区 とし、多数の遺物が出上した東側をB―
2区 とした。

③ リニアモーターカー山梨新実験線パネルヤード建設予定地における中谷遺跡の範囲確認
調査である。当調査地は、揚久保遺跡と山を挟んで西側に対峙する。その山裾を流れる高川

によって形成された南北にのびる谷は、現状では畠地と水田という段状の地形を呈している。

その斜面の方向や水田の境に沿って、幅1.5m、 長さ7.5～ 47.5m、 深さ0.54～ 3mの トレンチ
を18本設定し、調査を行った結果、住居址と思われる掘り込みや集石土坑が 2基、配石遺構

と思われる大型礫の配列が確認できた。川沿いの低位面では遺構は確認できず、遺物も疎 ら

に出土するだけであったが、高位面の水田部分では、縄文時代後期を中心とした遺物が多数

出土しており、集落跡の存在が想定される。
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勝沼町菱山 位置図 都留市小形山揚久保・ 中谷 位置図

勝沼町菱山全景 (北から) 勝沼町菱山近景 (東から)

都留市小形山揚久保 B区調査風景 (西から)
都留市小形山揚久保 A区全景 (南から)

都留市小形山中谷全景 (北から)



20.八ケ岳東南麓ほか遺跡分布調査

(1)八ケ岳広域農道試掘調査

所 在 地 北巨摩郡高根町村山北割字社回地
内

調査期間 1992年 9月 21日 ～ 9月 30日

調査面積 104だ (約 6,000nf)

担 当 者 新津 健、三田村美彦

広域農道建設予定地の内、社口地内の長さ 八ケ岳広域農道試掘調査 位置図
約600mの地区を対象に、 10～30m間隔で 2

×2mの試掘坑を設定した。主に山林地帯のため入力によリローム面まで掘り下げ、遺構 。

遺物の有無の確認を行った。試掘坑は26箇所を数える。なお西に接して縄文後期の配石址と

して有名な青木遺跡が所在する。

調査の結果、縄文時代中期の土器や平安時代の土師器が多量に出土した。特に縄文土器が

顕著で、住居と見られる落ち込みや土壊・ 焼上が検出されている。遺跡の範囲については、

今回の試掘対象地のほぼ全域に亙っているものと見られ、大規模な集落址と判断できる。遺

跡名は社口遺跡である。

修)今諏訪・北村線試掘調査

所 在 地 中巨摩郡白根町西野地区
調査期間 1992年 10月 13日～ 10月 16日

調査面積 216Hf(8,390Hf)

担 当 者 末木 健、野代幸和

用地買収が完了している道路用地内に、幅

1.5mの トレンチを20m間隔で、24箇所設定 し

た。重機による掘削を行った後、作業員によっ

て精査し、土層断面観察や遺構・ 遺物の存在

確認を行った。

この結果、耕作土下には薄い黒褐色土があるものの、そのすぐ下には、砂利層が厚く堆積

している。それぞれ地表下 2m前後掘り下げたが、遺構 。遺物は全く発見されなかった。

今諏訪・ 北村線試掘調査 位置図
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0 旭バイパス試掘調査

所 在 地 韮崎市神山町鍋山1297番地他
調査期間 1992年 10月 16日～ 10月 22日

調査面積 40nf(2,600nf)

担 当 者 末木 健、野代幸和

用地買収が完了している道路用地内に、幅

2mの トレンチを10m～25mの 間隔で、 15箇

所を設定し、重機によって耕作土を掘削した

後、これより下層を人力によって精査し、遺

構・ 遺物の有無を確認した。 6号・ 9号 トレ

ンチを除いては、縄文時代から近世に至るまでの遺物が出上している。特に 1号～ 3号 トレ

ンチ、H号 トレンチからはやや遺物が集中して出上した。これら出土した遺物の大部分は磨

滅が著しいものであった。

今回試掘を行った場所は、釜無川及びその支流によって形成された韮崎段丘上のほぼ中央

に位置している。調査区はやや平坦な部分から東側へ下っていく斜面部の段々畑に立地して

いる。この北側付近では湧水が認められ、この一帯は水田となっている。この調査地点の示

す性格については、遺構を伴わず、遺物は前述のとおり磨滅しているものが多いことから、

遺跡そのものは調査区西側の平坦部分に広がるものと推定され、出上した遺物についてはこ

の遺跡からの流れ込みと考えられるため、二次的な堆積による包含層が存在することが明ら

かとなった。

旭バイパス試掘調査風景

―-49-

旭バイパス試掘調査 位置図



14)県営農林漁業用揮発油税財源身替農道試

掘調査

所 在 地

①<境川工区>東八代郡境川村大黒坂字中

原・八代町米倉

②<御坂工区>東八代郡御坂町上黒駒字荒

神原

1992年 8月 25日～ 9月 17日

①約140nf ②約46Hf

保坂和博、松土一志

調査期間

調査面積

担 当 者

本調査は、県営農林漁業用揮発油税財源身

替農道建設に関わる試掘調査であり、今回の

試掘範囲は境川村および御坂町内である。

調査方法は個々の調査予定地点 (境川村・

御坂町)において、それぞれの地形等の状況

を勘案して調査坑を設定し、人力によリロー

ム面あるいはローム面以下まで掘り下げ、遺

構・遺物の有無を精査 した。

調査の結果、遺構・遺物が検出された範囲

が 2カ 所確認された。一方は境川村内の周知

の遺跡である大谷沢A遺跡、他方は御坂町内
で確認された荒神原遺跡である。大谷沢A遺

跡は遺物包含層 (黒色土)があり多量の縄文土器片が出土し、遺構と考えられる落ち込みも
検出された。

荒神原遺跡でもやはり少量ではあるが縄文土器片が出土し、遺構と考えられる落ち込みが

検出された。

以上の試掘結果より、大谷沢A遺跡、荒神原遺跡における本調査の必要性があることが確
認された。

なお今回の試掘調査の先立って行われた分布調査 (踏査)に より、境川村内においては中
原遺跡が確認されており、今回の試掘調査結果と合わせ境川村内および御坂町内における本

調査は合計 3カ 所が必要となった。

境川村内試掘調査 位置図

御坂町内試掘調査 位置図
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Ⅲ 県 内 の 概 況

1.調査の件数と状況

グラフに示したように、今年度は県内で84件 (3月 末日)の調査が行われている。発掘調

査件数は、若千減少した年度はあるものの、増加の一途をたどり、10年前に比較すると本年

度はその1.8倍になった。昨年度は数件の減少を見せてはいるが、一時的な減少と思われる。

反面、調査面積は増加しており、当埋蔵文化財センターが行ったものでも、「 1暉のあゆみ」

(単位 :件 )

山梨県埋蔵文化財発掘調査件数推移      (3月 末日現在)

円

F

園
田

コ
封
引
引 「

」
園
闇

岡
田
円 』

国
日 剛 「 回
爛

田  圏
|

と

離

朧 爛
I

悧
制
翻

「
[ 匠 日

―
―
―
↓

柱
Ｈ

任

母洋∃「「
田

日

圏
F F F

一‥

| 「 ‖
1977 1978 1979 1981 1982

|:i::‖ 学術調査 2 2 5 1 3 2 11 5 7

■二Ⅲ 緊急調査

眸Ⅲ革1合  計
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の項に記載した表のように、年々増加している。県・市町村とも調査面積の増加に、専門職

員の増員が追いつかないのは、とりもなおさず、 1人当たりの調査面積が大きくなっている

ことであり、負担が重くなっている証左であろう。これが、近年発掘調査報告書の刊行が遅

れている一原因にもなっていると考えられる。韮崎市、一宮町のように整理場所と整理作業

員を年間通して確保するような手立てが欲しいものである。調査の原因を発掘通知にある項

目別に見ていくと、市町村では道路 4件、住宅地造成10件、区画整備 1件、公園造成 2件、

学校 2件、住宅 6件、工場 6件、その他の建物 7件、農業関連12件、土砂採取 1件、その他

12件である。県では道路10件、住宅地造成 5件、公園造成 2件、その他 2件である。市町村

別に見ていくと、塩山市 2件、都留市 2件、大月市 2件、韮崎市 3件、春日居町 2件、牧丘

町 2件、大和村 1件、石和町 1件、御坂町 4件、一宮町 9件、八代町 1件、境川村 4件、中

道町 8件、豊富村 2件、敷島町 2件、櫛形町 4件、明野村 3件、高根町 4件、長坂町 1件、

大泉村 3件、白州町 2件、上野原町 1件の合計64件であり、東八代郡と北巨摩郡に集中して

いる傾向にある。

特に本年度の傾向として、住宅建設への対応が整いつつあるように思われる。個人住宅へ

の対応は国庫補助か自前の調査費で当てるか市町村ごとに異なるが、いずれかの方法であっ

ても、対応する体制が整いつつあることは望ましい方向である。

学術調査としては、甲府市の判平遺跡、塩山市の雲峰寺経塚があり、大泉村では谷戸城の

範囲確認調査、櫛形町では遺跡の範囲確認調査を実施している。また遺跡の整備事業として、

八代町岡の銚子塚古墳、三珠町の狐塚古墳が調査されている。また県は古代官行・寺院の分

布調査として 3ケ所の確認調査を実施した (遺跡調査発表会要旨、1993.3)。

埋蔵文化財専任職員 (埋蔵文化財担当及び担当可能職員)について見ると、県及び市町村

で、 1月 18日現在で67名、考古博物館 4名及び都留市 (市史編纂室兼務)、 富士吉田市、塩

山市、韮崎市、春日居町、勝沼町、牧丘町、石和町、御坂町 (教育委員会の他に 1名 )、 八

代町、中道町 (境川村と共同設置)、 豊富村、三珠町、櫛形町、甲西町、敷島町、竜王町、

小淵沢町、大泉村、明野村、武川村、白州町、上野原町に各 1名、大月市、一宮町、高根町

(内 1名は非常勤)、 須玉町 (内 1名 は非常勤)に各 2名、甲府市に 3名 となっている (県

学術文化課調べ)。 1987年度には24名であった県内の専任職員数は、 6年間で約 3倍になっ

たことになる。また、この10年間の開発事業に伴う発掘調査件数の平均は88%で学術調査は

わずかに12%である。本年の調査主体者別では、県が24%、 市町村が76%で、専門職員数の

比率から見ると市町村の調査件数が高い傾向である。整理作業や遺物収蔵施設でも、市町村

は整備されているところが少なく、今後改善を要する課題である。
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92
年
度
発
掘
調
査
一
覧
表
 N
o。
1

― ― い ∞ １ １

番
号

遺
跡
の
名
称

所
在

地
調
査
主
体
者

調
査
の
目
的

調
査
期
間

遺
跡
の
時
代

面
積
(ド
)

1
山
崎
第
4遺
跡

北
巨
屋
郡
大
泉
村
西
井
出
地
内

大
泉
村
教
育
委
員
会
宅
地
造
成

92
/0
4/
01
～
92
/0
5/
30
縄
文

1,
00
0

2
姥
塚
遺
跡

東
八
代
郡
御
坂
町
井
之
上
94
1-
1

御
坂
町
教
育
委
員
会
本
堂
建
設

92
/0
4/
01
-9
2/
04
/3
0
古
墳

3
城
越
遺
跡

東
八
代
郡
中
道
町
右
左
□
字
城
越
69
4-
1

中
道
町
教
育
委
員
会
工
場
建
設

92
/0
4/
20
～
92
/0
5/
16
縄
文
・
古
墳
・
平
安

1,
15
6

4
朝
日
遺
跡
・
無
名
墳

東
八
代
郡
中
道
町
上
曽
根
28
28
-1
8、
23
28
-1
9
中
道
町
教
育
委
員
会
駐
車
場
造
成

92
/0
4/
20
か
ψ
92
/0
5/
22
弥
生
。
古
墳

5
甲
府
城
跡

甲
府
市
丸
の
内
1-
5

山
梨
県
教
育
委
員
会
公
園
造
成

92
/0
4/
13
～
98
/0
3/
31
近
世

7,
00
0

6
章
地
蔵
遺
跡

東
八
代
郡
一
宮
町
末
木
51
7-
1、
-3

一
宮
町
教
育
委
員
会
宅
地
造
成

92
/0
4
/0
6^
ウ
92
/0
6/
30
奈
良
・
平
安

2,
20
0

7
雲
峰
寺
経
塚

塩
山
市
上
萩
原
26
87
-2

塩
山
市
長
市
史
編
纂

92
/0
5/
01
～
92
/0
6/
10
平
安

8
高
部
宇
山
平
遺
跡

東
八
代
郡
豊
富
村
高
部
14
36
-1
ほ
か

豊
冨
村
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発
(範
囲
確
認
)

92
/0
4/
13
-9
2/
04
/2
5
縄
文
・
弥
生
。
古
墳

9
榎
田
遺
跡

甲
府
市
千
塚
五
丁
目
30
77
-1

山
梨
県
教
育
委
員
会
宅
地
造
成

92
/0
4/
20
～
93
/0
3/
31
古
墳
・
平
安

3,
40
0

0
菖
蒲
池
遺
跡

東
八
代
郡
中
道
町
下
向
山
字
菖
蒲
池
35
75
ほ
か

山
梨
県
教
育
委
員
会
宅
地
造
成
(米
倉
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
)
92
/0
4/
13
-9
3/
03
/3
1
旧
石
器
・
縄
文
。
弥
生
・
古
墳

7,
00
0

'I
I又

坂
上
遺
跡

北
巨
摩
郡
高
根
町
箕
輪
新
町
字
御
堂
久
保
賜
5-
1ほ
か
山
梨
県
教
育
委
員
会
道
路

92
/0
5
/1
1-
92
/0
9/
30
縄
文

4,
00
0

2
甲
ッ
原
遺
跡

北
巨
摩
郡
大
泉
村
西
井
出
字
大
林
88
69
-1
ほ
か
山
梨
県
教
育
委
員
会
道
路

92
/1
0/
42
-9
3/
03
/3

縄
文

1,
50
0

3
東
山
北
遺
跡

東
八
代
郡
中
道
町
下
向
山
13
53
ほ
か

山
梨
県
教
育
委
員
会
公
園
造
成

92
/0
5/
06
～
92
/0
8/
3
弥
生

4
古
林
第
1遺
跡

北
巨
摩
郡
大
泉
村
西
井
出
字
古
林
85
66
-4
0

山
梨
県
教
育
委
員
会
道
路

92
/0
4/
20
-9
3/
03
/

縄
文

2.
40
0

5
二
本
柳
遺
跡

中
巨
摩
郡
若
草
町
十
日
市
場
字
二
本
柳
18
6ほ
か
山
梨
県
教
育
委
員
会
道
路
 (
甲
西
バ
イ
パ
ス
)

92
/0
4/
20
-9
2/
12
/3
中
世
・
近
世

7,
70
0

6
下
新
井
C・
D遺
跡

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
桃
園
字
大
新
居
10
68
-1
ほ
か
櫛
形
町
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発
(店
舗
造
成
)

92
/0
4
/2
0-
92
/0
5/
30
中
世
。
近
世

7
下
新
井
D・
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跡
・
八
反
田
遺
跡
中
巨
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郡
櫛
形
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桃
園
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ほ
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櫛
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成
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梨
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ニ
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器
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縄
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新
居
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摩
郡
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日
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場
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設
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)
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4/
13
-9
2/
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/3
0
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・
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平
安

6,
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0
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跡
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字
水
口
72
8ほ
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教
育
委
員
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5/
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世
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取
Ⅱ
遺
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北
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摩
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野
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1
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村
教
育
委
員
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場
整
備

92
/0
6
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ツ
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3/
31
縄
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女
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下
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田
遺
跡

東
八
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御
坂
町
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田
20
29
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員
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駐
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/0
5/
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2/
05
/2
9
古
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平
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寺
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遺
跡

東
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梨
郡
春
日
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町
寺
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4
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92
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5/
28
-9
2/
07
/3
1
奈
良
・
平
安
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遺
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東
八
代
郡
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町
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跡
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調
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00
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上
野
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遺
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東
八
代
郡
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道
町
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場
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92
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文
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遺
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遺
跡
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西
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92
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縄
文
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00
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遺
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北
巨
摩
郡
高
根
町
村
山
東
割
地
内

高
根
町
教
育
委
員
会
圃
場
整
備

92
/0
6/
23
～
93
/0
3/
31
縄
文
。
平
安

2,
00
0

米
田
遺
跡

北
巨
摩
郡
高
根
町
村
山
北
割
地
内

高
根
町
教
育
委
員
会
画
場
整
備

92
/0
6
/2
3-
93
/0
3/
31
縄
文

10
,0
00

宇
賀
屋
敷
遺
跡

堀
山
市
下
於
曽
10
21
-3
ほ
か

塩
山
市
教
育
委
員
会
そ
の
他
建
物
(児
童
館
)

92
/0
7/
01
-9
2/
03
/0
1
平
安

40
0

古
林
第
2遺
跡

北
巨
摩
郡
大
泉
村
西
井
出
86
55
-9
5ほ
か

大
泉
村
教
育
委
員
会
農
業
関
連

92
/0
7
/0
1-
92
/0
7/
15
縄
文

古
林
第
4遺
跡

北
巨
摩
郡
大
泉
村
西
井
出
84
66
ほ
か

大
泉
村
教
育
委
員
会
圃
場
整
備

92
/0
7/
15
-9
2/
09
/1
5
縄
文

3,
00
0
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19
92
年
度
発
掘
調
査
一
覧
表
 N
o.
2

番
号

遺
跡
の
名
称

所
在

地
調
査
主
体
者

調
査
の
目
的

調
査
期
間

遺
跡
の
時
代
面
積
(ド
)

宮
ノ
前
遺
跡

韮
崎
市
藤
井
町
駒
井
字
宮
ノ
前
22
19
-1
ほ
か

韮
崎
市
教
育
委
員
会
宅
地
造
成

92
/0
6/
25
～
93
/0
3/
31
平
安

1,
35
6

次
郎
構
遺
跡

北
巨
摩
郡
高
根
町
下
黒
沢
28
05
-1
ほ
か

高
根
町
遺
跡
調
査
会
公
園
造
成

92
/0
7/
20
-9
3/
03
/3
1
縄
文

10
.0
00

向
獄
寺
大
方
丈
跡

塩
山
市
上
於
曽
20
26

塩
山
市
教
育
委
員
会
そ
の
他
建
物

92
/0
7/
01
～
92
/0
8/
01
中
世
近
世

東
原
遺
跡

東
八
代
郡
中
道
町
下
向
山
字
東
原
43
04

中
道
町
教
育
委
員
会
土
砂
採
取

92
/0
8/
10
～
92
/0
9/
10
弥
生
・
古
墳

権
現
原
遺
跡

大
月
市
大
月
町
真
木
権
現
原

大
月
市
教
育
委
員
会
道
路
建
設

92
/0
8/
10
～
92
/0
9/
18
縄
文

1,
82
2

諏
訪
原
遺
跡

北
巨
摩
郡
明
野
村
上
神
取
字
諏
訪
原
15
57
-1

明
野
村
教
育
委
員
会
住
宅
建
設

92
/0
8/
05
～
92
/0
8/
31
縄
文

判
平
遺
跡

甲
府
市
黒
平
町
下
黒
平
字
石
堂
94
ほ
か

山
梨
学
院
大
学
考
古
学
研
究
会
学
術
研
究

92
/0
8/
30
-9
2/
09
/1
5
縄
文

金
田
遺
跡

東
八
代
郡
一
宮
町
金
田
字
大
石
町
27
-1
ほ
か

一
宮
町
教
育
委
員
会
住
宅
造
成

92
/0
9/
07
～
92
/0
9/
30

田
村
還
跡

東
八
代
郡
一
宮
町
石
字
田
村
7-
2

一
宮
町
教
育
委
員
会
倉
厚
建
設

92
/0
8/
20
～
92
/0
3/
31
弥
生
・
平
安
。
中
世

前
蔵
遺
跡

都
留
市
大
幡
35
96
-1
ほ
か

都
留
市
教
育
委
員
会
工
場
建
設

92
/0
8/
25
～
92
/1
0/
25
縄
文

新
宿
区
民
健
康
村
建
設
予
定
地
内
遺
跡
北
巨
摩
郡
長
坂
町
中
丸
宇
藤
ッ
か
58
0-
1ほ
か
新
宿
区
民
健
康
村
遺
跡
調
査
団
そ
の
他
開
発
(保
養
施
設
建
設
)
92
/0
7/
01
か
ψ
92
/1
2/
28
縄
文
。
平
安

80
,0
00

向
河
原
遺
跡

中
巨
摩
郡
甲
西
町
江
原
字
向
河
原
72
7ほ
か

山
梨
県
教
育
委
員
会
道
路
建
設
(甲
西
バ
イ
パ
ス
)

92
/0
9/
01
^Ψ
92
/1
2/
25
奈
良
・
平
安
。
中
世
。
近
世

4,
00
0

中
尾
条
里
遺
跡

東
八
代
郡
一
宮
町
北
都
塚
47
01
ま
か

一
宮
町
教
育
委
員
会
賃
貸
住
宅
建
設

92
/0
9/
01
～
92
/0
9/
30
弥
生
・
古
墳
・
奈
良
。
平
安

2,
18
7

油
田
遺
跡

中
巨
摩
郡
甲
西
町
田
島
字
油
田
14
9-
1ほ
か

山
梨
県
教
育
委
員
会
道
路
建
設
(甲
西
バ
イ
パ
ス
)

92
/0
9/
14
～
92
/1
2/
24
平
安
・
中
世
・
近
世

2,
20
0

大
欄
遺
跡
群

北
都
留
郡
上
野
原
町
大
相
39
ほ
か

六
桐
遺
跡
群
発
掘
調
査
団
工
場
建
設

92
/0
9/
16
-9
5/
03
/3
1
縄
文
・
平
安

10
0,
00
0

雨
在
家
遺
跡

東
八
代
郡
境
川
村
藤
堡
字
室
屋
24
88

境
川
村
教
育
委
員
会
住
宅
建
設

92
/0
9
/1
8-
92
/0
9/
30
古
墳

寺
本
廃
寺
遺
跡

東
山
梨
郡
春
日
居
町
寺
本
字
神
東
町
25
8

春
日
居
町
教
育
委
員
会
宅
地
造
成

92
/0
9/
19
-9
2/
10
/3
0
奈
良
平
安

盃
塚
古
墳
・
銚
子
原
遺
跡

東
八
代
郡
八
代
町
丘
21
95
ほ
か

八
代
町
教
育
委
員
会
遺
跡
整
備

92
/0
9/
14
～
92
/1
2/
25
旧
石
器
。
縄
文
・
古
墳
・
中
世

東
畑
A・
D遺
跡
、
下
新
井
A・
F遺
跡
由
日
底
君
蹄
彬
BT
綜
相
の
ら
7ほ
か

櫛
形
町
教
育
委
員
会
道
路
建
設

92
/0
9/
16
-9
2/
09
/3
0
中
世
。
近
世

高
部
字
山
平
遺
跡

東
八
代
郡
豊
富
村
高
部
15
63
-1
ほ
か

豊
富
村
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発
(範
囲
確
認
)

92
/1
0/
01
^υ
92
/1
1/
30
縄
文
・
弥
生
・
古
墳

52
0

揚
久
保
遺
跡

都
留
市
小
形
字
大
原
ほ
か

山
梨
県
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発

92
/0
9/
21
-9
2/
10
/3
1
縄
文
平
安

16
,0
00

飯
米
場
遺
跡

韮
崎
市
穂
坂
町
宮
久
保
61
13
ほ
か

韮
崎
市
遺
跡
調
査
会
学
校
建
設

92
/0
8/
24
-9
3/
03
/3
1
縄
文

中
尾
条
里
遺
跡

東
八
代
郡
一
宮
町
北
都
塚
字
亀
沢
29
5-
1

一
宮
町
教
育
委
員
会
敷
地
造
成

92
/1
0/
06
-9
2/

古
墳
・
奈
良
・
平
安

1,
09
1

諏
訪
前
南
遺
跡

東
八
代
郡
中
道
町
上
向
山
字
諏
訪
前
12
89
ほ
か

中
道
町
教
育
委
員
会
工
場
建
設

92
/1
0/
26
-9
2/

縄
文
・
古
墳

1,
50
0

温
湯
遺
跡

東
八
代
郡
境
川
村
大
窪
字
温
湯
69
3ほ
か

山
梨
県
教
育
委
員
会
学
術
研
究

92
/1
1/
04
-9
2/

平
安

ユ
伽
寺

東
八
代
郡
八
代
町
永
井
15
44
-1

山
梨
県
教
育
委
員
会
学
術
研
究

92
/1
1/
11
-9
2/

平
安

七
日
子
廃
寺

山
梨
市
七
日
市
場
10
43
-2

山
梨
県
教
育
委
員
会
学
術
研
究

92
/1
1/
19
～
92
/1

奈
良
・
平
安

油
田
遺
跡

中
巨
摩
郡
甲
西
町
江
原
字
中
河
原
86
8-
1ほ
か
山
梨
県
教
育
委
員
会
道
路
建
設
(甲
西
バ
イ
パ
ス
)

92
/1
0/
13
-9
2/
12
/2
5
古
墳
・
奈
良
・
平
安
・
中
世

と ,
40
0

二
の
冨
遺
跡

東
八
代
郡
御
坂
町
二
之
宮
15
30

御
坂
町
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発
(範
囲
確
認
)

92
/1
0/
20
-9
2/
10
/3
0
古
墳
・
奈
良
・
平
安

1,
13
9

唐
松
遺
跡

北
巨
摩
郡
双
棄
町
宇
津
谷
54
88

山
梨
県
教
育
委
員
会
住
宅
建
設

1/
01
-9
2/
12
/2
5
縄
文

2,
00
0

大
新
田
1号
墳

東
八
代
郡
一
宮
町
塩
田
字
大
新
田
14
97

一
宮
町
教
育
委
員
会
土
地
改
良
(天
地
返
し
・
改
植
)

0/
26
-9
2/
12
/2
8
古
墳

古
宿
道
上
還
跡

東
山
梨
郡
牧
丘
町
西
保
中
字
古
宿
19
42
-3

牧
丘
町
教
育
委
員
会
宅
地
造
成

0/
21
～
92
/1
1/
30
縄
文
・
平
安

86
6

下
久
保
員
田
遺
跡
(隣
接
地
)
東
山
梨
郡
大
和
村
田
野
10
4ほ
か

大
和
村
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発

0
/0
1～
93
/0
5/
31
縄
文

8,
16
0

石
橋
条
里
遺
跡

東
八
代
郡
境
川
村
大
坪
字
獅
子
平
17
9-
1ほ
か
境
川
村
教
育
委
員
会
宅
地
造
成

2
/0
1-
93
/0
1/
15
奈
良
・
平
安

1,
50
0

桑
戸
遺
跡

東
山
梨
郡
春
日
居
町
桑
戸
字
五
反
多
66
1-
1ほ
か
山
梨
県
教
育
委
員
会
道
路
拡
幅

2/
01
‐
V9
2/
12
/1
4
古
墳

寺
原
2遺
跡

大
月
市
七
保
町
下
和
国
17
38
ほ
か

大
月
市
遺
跡
調
査
会
住
宅
建
設

2
/1
5-
93
/0
1/
20
縄
文

1,
66
6

北
大
内
遺
跡

東
八
代
郡
一
宮
町
東
原
83
0-
1ほ
か

一
宮
町
教
育
委
員
会
農
業
関
連
(農
道
改
良
)

1/
24
-9
3/
02
/2
8
奈
良
。
平
安

65
0

松
原
遺
跡

東
八
代
郡
一
宮
町
東
原
73
01
ま
か

一
宮
町
教
育
委
員
会
農
業
関
連
(農
道
改
良
)

92
/1
1/
24
-9
3/
02
/2
8
古
墳
・
奈
良
。
平
安
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年
度
発
掘
調
査
一
覧
表
 N
o。
3

Ｉ Ｉ い い １ １

番
号

遺
跡
の
名
称

所
在

地
調
査
主
体
者

調
査
の
目
的

調
査
期
間

遺
跡
の
時
代
面
積
(ド
)

莉
在
家
遺
跡

東
八
代
郡
境
川
村
藤
堡
字
室
屋
25
24
-1

境
川
村
教
育
委
員
会
個
人
住
宅
建
設

92
/1
2/
14
-9
2/
12
/1
8
古
墳

立
石
遺
跡

東
八
代
郡
中
道
町
上
向
山
85
2-
1

中
道
町
教
育
委
員
会
道
路

92
/1
2/
15
～
93
/0
1/
20
縄
文
弥
生
古
墳

往
還
東
A～
C遺
跡

中
巨
摩
郡
櫛
形
町
桃
祖
の
43
0ほ
か

綺
形
町
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発
(大
規
模
店
舗
出
店
)
92
/1
2/
10
-9
3/
01
/3
1
弥
生
中
世
近
世

天
神
遺
跡
C区

北
巨
摩
郡
大
泉
村
西
井
出
30
47
-1

大
泉
村
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発
(グ
ラ
ン
ド
造
成
)

92
/1
2/
01
～
92
/1
2/
10
縄
文

谷
戸
城
跡

北
巨
摩
郡
大
泉
村
谷
戸
27
55
-1
ほ
か

大
泉
村
教
育
委
員
会
学
術
研
究

92
/1
2/
07
-9
1/
12
/2
5
中
世

金
山
遺
跡

東
八
代
郡
境
川
村
小
黒
坂
~f
間
の
多
63
9-
1

境
川
村
教
育
委
員
会
宅
地
造
成

92
/1
2/
21
～
93
/0
1/
22
縄
文

梅
ノ
木
遺
跡

塩
山
市
上
於
曽
13
07

塩
山
市
遺
跡
調
査
会
学
校
建
設

92
/1
2/
17
～
93
/0
2/
28
平
安

国
府
関
連
遺
跡

東
山
梨
郡
春
日
居
町
熊
野
堂
15
5ほ
か

春
日
居
町
教
育
委
員
会
学
術
研
究

92
/1
2/
14
-9
3/
03
/3
1
奈
良
・
平
安

音
羽
町
遺
跡

甲
府
市
音
羽
町
30
7-
1ほ
か

山
梨
県
教
育
委
員
会
住
宅
建
設

92
/1
2/
07
～
93
/0
1/
30
弥
生
。
古
墳

宮
の
上
遺
跡

東
八
代
郡
石
和
町
上
平
井
字
富
ノ
上
46
2-
2ほ
か
石
和
町
教
育
委
員
会
住
宅
建
設

92
/1
0/
15
-9
2/
12
/2
5
奈
良
平
安

鳥
居
原
狐
塚
古
墳

西
八
代
郡
三
珠
町
大
塚
字
鳥
居
原
39
58
ほ
か

三
珠
町
教
育
委
員
会
遺
跡
整
備

93
/0
1/
11
-9
3/
01
/1
4
古
墳

1,
40
0

中
谷
遺
跡

都
留
市
小
形
山
瀬
木
23
35
-1
ほ
か

山
梨
県
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発
(リ
エ
ア
関
連
範
囲
確
認
)
92
/1
2/
17
～
92
/1
2/
25
縄
文

7,
00
0

柿
平
A～
C・
E遺
跡
、一
の
出
遺
跡
、他
中
巨
摩
郡
櫛
形
町
小
笠
原
98
8ほ
か

櫛
形
町
教
育
委
員
会
区
画
整
理

93
/0
1/
10
-9
3/
03
/3
1
弥
生
・
古
墳
・
奈
良
・
平
安
・
中
世

後
畑
遺
跡

東
八
代
郡
御
坂
町
二
之
宮
25
64

御
坂
町
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発
(試
掘
調
査
)

93
/0
1/
25
-9
3/
01
/2
9
古
墳
奈
良
平
安

1,
00
8

横
堰
B遺
跡
(近
隣
地
)

東
八
代
郡
御
坂
町
上
黒
駒
11
08
-1
ほ
か

御
坂
町
教
育
委
員
会
集
合
住
宅
建
設

93
/0
2/
01
-9
3/
02
/0
5
縄
文

11
76
1

冷
田
遺
跡

中
巨
摩
郡
敷
島
町
中
下
条
字
冷
田
18
69
-1

数
島
町
教
育
委
員
会
宅
地
造
成

93
/0
2/
05
～
93
/0
2/
26
奈
良
。
平
安

中
溝
遺
跡

都
留
市
大
原
写
大
原
13
-1
ほ
か

都
留
市
教
育
委
員
会
道
路
建
設

93
/0
2/
22
-9
3/
03
/3
1
縄
文

2,
39
0

岡
村
上
遺
跡

東
八
代
郡
八
代
町
岡
21
7

八
代
町
教
育
委
員
会
宅
地
造
成

93
/0
2/
10
-9
3/
02
/1
9
縄
文
・
古
墳
。
平
安
・
中
世
。
近
世

上
野
原
遺
跡

東
八
代
郡
中
道
町
石
左
口
字
立
石
82
8-
1

中
道
町
教
育
委
員
会
住
宅
建
設

93
/0
2/
12
～
93
/0
2/
26
縄
文
古
墳

於
曽
屋
敷

塩
山
市
下
於
曽
字
元
旗
板
52
9-
1

塩
山
市
教
育
委
員
会
住
宅
建
設

93
/0
2/
01
-9
3/
03
/3
1
中
世

中
尾
条
里

東
八
代
郡
一
宮
町
上
矢
作
北
宮
海
道
64
0-
1

一
宮
町
教
育
委
員
会
そ
の
他
の
開
発
(共
同
住
宅
)

93
/0
2/
15
-9
3/
03
/0
1
古
墳
奈
良
平
安

向
田
遺
跡

東
八
代
郡
御
坂
町
大
野
寺
10
42

御
坂
町
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発
(駐
車
場
)

93
/0
3/
01
-9
3/
03
/0
5
不
明

は
た
お
り
塚
古
墳

東
山
梨
郡
春
日
居
町
鎮
目
地
内

春
日
居
町
教
育
委
員
会
そ
の
他
開
発
(集
荷
所
建
設
)

93
/0
3/
08
-9
3/
03
/3
1
古
墳

柳
新
居
遺
跡

北
巨
摩
郡
長
坂
町
大
八
日
18
40
、
18
41
番
地

長
坂
町
教
育
委
員
会
河
川
開
発

92
/1
2/
09
-9
2/
12
/2
7
縄
文

36
0

柳
新
居
遺
跡

北
巨
摩
部
長
坂
町
大
八
日
字
窪
田
18
27
ほ
か

長
坂
町
教
育
委
員
会
農
業
関
連
(県
営
圃
場
整
備
事
業
)
92
/1
2/
02
-9
2/
12
/3
0
縄
文
古
墳
奈
良
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